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面積…26.44k㎡

人口…119,668人（前月比-43）

　男…  57,511人

　女…  62,157人

世帯…  48,681　　

　（平成21年3月31日現在）
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国 民 健 康 保 険国 民 健 康 保 険 人間ドックのご案内
生活習慣病の予防・早期発見・治療のため国民健康保険被保険者の方に年1回人間ドックの助成を行っています。

( 下記の条件を満たしている人が対象となります )
①国民健康保険被保険者証の交付を受けて 6 カ月以上経過している人
②受診時、満 35 歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない人。
③現年および過年の国民健康保険料を完納している人
④人間ドックは特定健診と同時実施しますので、40 歳以上の方が同一年度内に受診できるのは、特定健診か人間ドックの
   どちらか一方です。（すでに特定検診を受診された方は人間ドックを受けられません）
⑤特定保健指導期間中（6 カ月間）は国保人間ドックを受診できません。
基本検査   人間ドック（人間ドックのみ受診は OK。オプションのみの受診は出来ません）
オプション　脳ドック (MRI・MRS)・レディースドック ( 乳癌・子宮癌 )
概ね受診希望月の２カ月前までに保険年金課（１階③番窓口）へ申し込んでください。支所では取り扱っていません。
必要なもの－保険証・印鑑・特定健診受診券（40 歳以上の方）

（注）　①「特」は 40 歳以上の方の特定健診と同時実施の金額です。
　　　②オプションの脳ドックとマンモグラフィ検査については医療機関により曜日や年齢に制限があります。

受 診 対 象 者

受 診 種 目

受 診 受 付

受 診 機 関

お問い合わせ　  羽曳野市役所　保険年金課　℡０７２－９５８－１１１１（内線１７６１）

今年度より難波にある近畿健康管理センター（KKC）が新たに加わりました。

実施機関名
人間ドック 脳ドック レディースコース

検査曜日 自己負担金 検査曜日 自己負担金 乳　　癌 子宮癌

城山病院 木　　/ 午前 11,970 円
特 10,585 円 月水金土 / 午前 6,300 円

藤本病院 木・金 / 午後 11,970 円
特 10,586 円 金　　/　午後 6,930 円

阪南中央病院 月～金 / 午前 11,970 円
特 10,586 円 月～金 /　午前 7,875 円 超音波 1,102 円

ﾏﾝﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,575 ～ 1,102 円 945 円

ＰＬ病院 月～土 / 午前 13,230 円
特 11,846 円 月～土 /　午前 9,450 円 超音波　945 円

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 945 円 945 円

高村病院 病院指定 / 午後 11,970 円
特 10,586 円

豊川病院 月～金 / 午前 11,970 円
特 10,586 円

みどり健康管理
センター 月～金 / 午前 13,545 円

特 12,160 円 月～金 /　午前 7,245 円
超音波 1,41 ７円

木曜日
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,417 円（水・木・金）

630 円
水・木

松原徳洲会病院 月～土 / 午前 11,400 円
特 10,016 円 月～土 /　午前 6,000 円 超音波 ( 基本検査に含む ) 600 円

ベルクリニック 月　～　土 12,600 円
特 11,216 円 月　～　土 9,450 円 ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,260 円 945 円

近畿健康管理
センター（KKC） 月　～　金 11,970 円

特 10,586 円 月　～　金 13,500 円 超音波 2,010 円
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 2,220 円 1,980 円

会社を退職されたら
　会社を退職された後、国保に加入される場合は、加入届が
必要です (14 日以内 )。被用者保険 ( 社会保険 ) を継続加入
( 任意継続 ) された後から国保に移る場合も同じです。加入
手続きをお忘れないように。

退職者医療制度について
　会社などを退職して年金 ( 厚生年金、共済等 ) を受け
られる 65 歳未満の方とその家族 ( 扶養家族 ) は、「退
職者医療制度」で医療を受けることになります。
対象となる方 ① 65 歳未満で国保に加入している方　
② 年金 ( 厚生年金、共済等 ) を受けられている方でそ
の加入期間が 20 年以上、もしくは 40 歳以降 10 年以
上の方
医療機関では「国民健康保険退職被保険者証」で受診し
ます。医療費の自己負担割合は一般の国保と同じです。

交通事故にあったとき
　交通事故など、第三者の行為によってケガをした場合
も国保 ( 長寿医療 ) で治療を受けることができます。本
来、治療費は加害者が支払うもの ( 自動車自賠責保険な
ど ) ですが、一時的に国保が立替払いをし、後から加害
者に請求します。国保で治療を受ける場合、必ず保険年
金課まで届出をしてください。届出後、示談をされる前
にも必ず保険年金課までご連絡ください。

国民健康保険夜間日曜窓口
　保険料の納付や届出など、国民健康保険のことならお
気軽にご相談ください。あわせて長寿医療 ( 後期高齢者
医療 ) のご相談も行います。
夜間窓口　5 月 13 日㈬、14 日㈭、15 日㈮、18 日㈪、
　　　　　19 日㈫、20 日㈬　18：30 ～ 20：30
日曜窓口　５月 17 日㈰
　　　　　10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
場　　所　保険年金課 ( 市役所本庁１階　３番窓口）
　　　　　☎ 958 － 1111

特定健診・生活機能評価健診の実施について（お詫び）
羽曳野市広報 4 月号でお知らせしていた、40 歳以上の方
の特定健診と、65 歳以上の方の生活機能評価健診を 5 月
同時実施に向け準備を進めてきたところですが、当面の間
延期することになりました。

ご迷惑をおかけして申し訳ありませんが、ご理解・ご協力
のほどよろしくお願いします。
なお、健診事業については決まりしだい広報にてお知らせ
させていただきます。
                                  羽曳野市保健福祉部保険健康室
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　タバコには、がん・生活習慣病等の原因

となっているたくさんの有害物質が含まれ

ています。また、平成 15 年 5 月から健

康増進法が施行された事により公共施設で

は、禁煙に関するさまざまな取り組みが行

われています。

　保健センターにおいても、来所者 ( 特に

妊産婦、乳幼児とその家族 ) を「タバコの害」

5月31日　世界禁煙デー
この日でタバコをやめてみませんか？？
～羽曳野市では、以下の事業を予定しています～

ヘリカル CT 肺がん検診
肺がんリスクの高い人向けの検診です。この検査をきっかけに禁煙してみませんか？

・らせん状に撮影するため、従来の CT 検査より短時間で広範
囲の画像が撮影できます。
・従来の X 線写真より、数ミリ大の肺がんを発見でき、早期治
療が可能になります。

【実施日】　平成 21 年 6 月 3 日 ( 水 )　要予約
【場　所】　市役所議会棟下 ( 撮影はヘリカル CT 車で
 　　　　  行います )

【定　員】　90 人 ( 先着順 )
【費　用】　2,000 円
【申込み方法】5 月 13 日 ( 水 )
          　　    午前 9：00 ～
　健康増進課 ( 保健センター ) へ　
電話または来所にて受付
  （FAX　不可）
※当日希望される方には保健師による禁煙相談を実
施します。

　いつかはやめようと思ってやめられなかったあなた。世界禁煙デーをきっかけに禁煙を決意され
たあなたにぜひ参加していただきたい教室です。3 回コースの教室です。
　呼気一酸化炭素濃度測定や喫煙タイプのテスト、尿中ニコチン濃度の測定なども行います。

　　　1 回目　6 月　8 日（月）　　　午後 1 時 30 分から
　　　2 回目　6 月 15 日（月）　　　午後 1 時 30 分から
　　　3 回目　7 月 13 日（月）　　　午後 1 時 30 分から

保健センター敷地内禁煙のお知らせ
平成21年5月31日より、保健センターが敷地内全面禁煙となります。

から守るため、平成 21 年 5 月 31 日から建物
内はもちろんのこと駐車場 (車中も含む )にお
いて禁煙を実施することになりました。

　タバコの煙の多い場所に妊婦・赤ちゃん・乳

幼児を近づけないために、来所される皆様には

趣旨をご理解の上、敷地内禁煙にご協力くださ

いますよう、よろしくお願いいたします。

・喫煙指数 (1 日の喫煙本数×喫煙年数 ) がおおむね 600 以上
の方
・非喫煙者であっても同居者など身近な方がヘビースモーカー
で常時受動喫煙にさらされている方
・せき・たん・胸痛が 1 カ月以上続く方、血たんの出る方

ヘリカル CT の特徴

40 歳以上の市民で以下の条件に見合う方が対象です

卒煙教室　　　「たばこ」バイバイ !!「健康」倍倍 !!

平成21年度　新規採用職員紹介

市民の方々に満足頂けるサ
ービスを提供できるよう、

一生懸命頑張っていきます。
水道局工務課

小川　亮

生まれ育った羽曳野市のため
に働けることをうれしく思い
ます。市民の皆様の為に笑顔を
絶やさず頑張ります。

保険年金課
仲野　浩司郎

何事にも積極的にチャレンジ
し、地域の福祉に貢献できる
よう、努力していきます。

市民協働ふれあい課
淺野　佐紀

市民の皆様と同じ目線にた
ち、身近な存在となれるよ
うにがんばります。

市民協働ふれあい課
田中　麻紀子

羽曳野市に暮らすすべての人
が住みやすいまちづくりに精
一杯まい進します。

保険年金課
野上　伸一
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　水道の水質検査は、皆様にお届けしている水道水が水質
基準に適合し、安全であることを保障するための最も重要
なものです。その水質検査の適正化や透明性を確保するた
め、毎年度、検査地点、検査項目、検査頻度等を明記した「水
質検査計画」と水質検査結果を公表していきます。
　検査地点は、浄水場２カ所（入口・出口）、受水場 2 カ所、
市内 6 カ所の蛇口について、定期的に検査を行います。
　検査項目は、法律で決められた基準項目（50 項目）や消
毒効果について検査を行います。

水道水の安全と信頼性のために
平成 21 年度水質検査計画を策定しました

　そのほか、将来にわたって水道水の安全を確保する水
質管理目標設定項目（28 項目）についても、定期的に
検査を行います。
　検査頻度は、検査項目により、毎日行うものから 1 年
に 1 回行うものまであります。

「水質検査計画」は、市役所 1 階情報公開コーナー、水
道局総務課、水道管理センターで閲覧していただけます。
また、水道局ホームページにも掲載しております。皆様
のご意見・ご要望をお寄せください。

お問合せ・ご意見・ご要望
　水道局　電 話　０７２－９５８－１１１１　
　　　　　ﾌｧｸｽ    ０７２－９５８－０４９４
　ＵＲＬ  http://www.city.habikino.osaka.jp/info/057/index.html

水　道　局 ご利用の皆様

ご意見・ご要望

水質検査計画策定

水質検査実施

水質検査結果

公　表

公　表

見
直
し

羽曳野市人事異動

部長級
（４月１日付け）
土木部長（土木部理事（部長事務取扱い））妻谷　彰彦
下水道部長（下水道部理事（部長事務取扱い））木村　守男
都市開発部長（都市開発部理事）桜井　功康
市長公室理事（大阪府）齊藤　洋一
市民人権部理事（部長事務取扱い）（保健福祉部副理事）
麻野　博一
水道局長（部長）（水道局次長（理事））鎌田　孝司

藤田氏は、昭和 44 年羽曳
野市に採用され、生涯教
育部社会教育課長、議会
事務局長などの職を歴任
し退職、平成 17 年 4 月
から羽曳野市の収入役を
務めました。（65 歳）

寺西氏は、昭和 50 年大
阪府に採用され、東京事
務所課長補佐、知事公室
総務課課長補佐、政策企
画部秘書室総務課課長補
佐などの職を歴任しまし
た。（52 歳）

４月１日から副市長に藤田氏・寺西氏が就任しました

（３月 31 日付け退職者）
（保健福祉部長）藤原　和敏
（市民人権部長）的場　芳治
（都市開発部長）米田　好清
（水道局長（部長））田仲　義己
（市長公室理事）吉田　裕彦（大阪府へ復帰）
（下水道部理事）酒井　豊
（監査委員事務局長兼公平委員会事務局長兼固定資
産評価審査委員会事務局長（理事））友井　保行

藤田　忠 寺西　正和

危険業務従事者叙勲

受章おめでとうございます

瑞宝双光章　　弓山　義郎　さん（西浦）

瑞宝単光章　　美之口　篤美　さん（古市）

瑞宝単光章　　宮下　勝夫　さん（羽曳が丘）
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児童手当の新年度受付が始まります

〔問合せ〕子育て支援課

表－１　平成21年度所得制限額表

( () )-　　 =　算定額

表－２　諸控除額表

～児童手当の新年度申請を受け付けます～
　5月から平成21年度児童手当（21年6月分～22年5月
分）の申請受付を行います。
　下記の受給資格に該当し、現在手当を受けていない方
は申請してください。過去に所得制限額を超過したために
手当を支給されなかった方も、5月受付分からは申請者の

【受給資格】
① 小学校修了前（12歳到達後最初の年度末）までの児童
を養育していること。
② 平成20年分の所得が平成21年度所得制限額（別表）
未満であること。
【支給月額】
① 3歳未満：一律　10,000円　　
② 3歳以上：第1子・第2子　5,000円。　
　第3子以降　10,000円。
【申請方法】
　子育て支援課と支所にある認定請求書に必要事項を記
入し、提出してください。その時、①印鑑②申請者名義の口

平成20年分の所得での審査となり、支給される可能性
があります。
　認定された場合、申請の翌月分から支給対象となりま
すので、遅れないように申請してください。なお、現在手
当を受けている方は6月に送付する現況届などの書類
を提出してください。

座番号（郵便局は不可）③平成21年1月2日以降に当市に
転入された方は平成21年度所得証明書（後日でも可）が
必要です。
　また、被用者年金（厚生年金・共済組合等）に加入されて
いる会社員の方は、被用者年金に加入している事が確認
できる書類（健康保険被保険者証の写し等、または申請時
にお渡しする年金加入証明書）が必要です。（後日でも可）
※児童と別居している場合等、家庭状況により上記以外が
必要な場合があります。
　詳しくは、子育て支援課へお問い合わせください。なお、
公務員の方は、勤務先から支給されますので、勤務先にお
問い合わせください。

※申請者が加入している公的年金の種類で表－１を見てください。
国民年金または年金未加入　⇒児童手当　／　厚生年金等の被用者年金　⇒特例給付
※この所得制限は、平成21年6月分～22年5月分の手当に適用されます。

表－２の諸控除額
（定額控除の8万円とその他該当する額）

申請者の平成20年分総所得額
（給与所得控除後の額・譲渡所得も含む）

《表の見方》

算定額が、表－１所得制限額表の該当『扶養親族数』（平成20年分の所得申告に伴う扶養親族の人数）欄に記載されている
金額未満であれば支給対象となります。

控 除 内 訳 控 除 額
定額控除（全員が対象） ８万円
老 人 扶 養 ６万円
障害・寡婦・勤労学生 ２７万円
特 別 寡 婦 ３５万円
特 別 障 害 ４０万円
医療費控除・雑損控除小規模共済掛金 控除を受けた額

扶養親族数 児童手当 特例給付
なし ４６０万円 ５３２万円
１人 ４９８万円 ５７０万円
２人 ５３６万円 ６０８万円
３人 ５７４万円 ６４６万円

４人以上 １人ごとに３８万円加算

平成 23（2011）年 7 月までに、今までのテレビ放送（地上
アナログ放送）は終了します。それまでに、テレビを地上デ
ジタル放送（地デジ）対応にかえていただく必要があります。
地デジに関する地上デジタル放送に関するお問い合せ先
総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター（地
デジコールセンター）☎ 0570-07-0101　
受付時間 ：平日 9 時～ 21 時、土日・祝日 9 時～ 18 時
IP 電話などで上記番号につながらない場合、03 － 4334 －
1111 まで。総務省のホームページでも、地上デジタル放送
の情報を提供しています。
また、「テレビのデジタル化工事」を装った悪質商法や詐欺に
は、十分にご注意をください。
もし、身に覚えのない工事の請求などがあった場合は、す
ぐに支払いをしないで、本市の消費者相談（月・金曜
日 予約要 産業振興課 内線 2780）や、近畿総合通信局

（06-6942-0820）、羽曳野警察署（952 － 1234）、大阪府
消費生活センター（06 － 6945 － 0999）へご相談ください。

テレビについての大切なお知らせです
          （地上デジタル放送のお知らせ） ＜水泳教室　3か月10回コース＞

水泳に自信のない方でも大丈夫！初心者、初級、中級、
ウォーキングの４つのクラスがあり、ご自分のペースで
練習できます。まずは３カ月、始めてみませんか？
＜ジュニアスイミングクラブ　週１回コース＞
泳げるようになると、夏が楽しくなる！水
慣れ～４泳法まで、泳げるようになろう☆
お子さんの体力作りに！！
＜フィットネスクラブ＞
初めての方でも安心！スタッフがサポート
します。エアロビクス、ジャズダンス、ヨ
ガ、ズンバ、太極拳、フラダンスなど、さ
まざまなプログラムがあり、エアロビクス・
ヨガ・太極拳では、一般受講生も募集して

おります。（詳しくはスタッフまで☆）
体力強化・体質改善など、健康増進にぜひ
ご利用ください。ボディケア（ジョイント
コントロール）も実施中です！！

問合せ：クリーンピア21☎072-975-2588

クリーンピア21　会員大募集
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みんなで築こう　人権の世紀
　　　　～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～

5 月 1 日から 7 日までは「憲法週間」です！

　一人ひとりが人間として幸せに生きるために、生まれな
がらに持っている固有の権利を人権といいます。「職業選
択の自由」「幸福を追求する権利」「教育を受ける権利」な
どの基本的人権は、憲法で保障されています。
　5 月 3 日の憲法記念日を中心とする 1 週間（５月１日
～７日）は憲法週間です。だれもが平等で明るく幸せに生
活できる社会を築くためにお互いの人権を尊重し、憲法の
精神を守り育てましょう。

憲法週間の行事
　市では、憲法週間に街頭啓発、特設人権相談などを実施しま
す。
〇街頭啓発・平和展＆人権展の開催
　羽曳野市人権啓発推進協議会委員が「人権」の大切さを伝え
ながら、啓発物品をお配りします。また、人権と平和の尊さを
理解してもらうため、“平和＆人権”のパネル展を開催します。

・街頭啓発
　日時：5 月 5 日（祝）9 時 30 分頃～
　場所：峰塚公園（市民フェスティバル会場内）
・平和展＆人権展
　日時：5 月 5 日（祝）10 時～ 15 時
　場所：ＬＩＣはびきの交流プラザ他

〇特設人権相談の開設
　毎日の生活の中で起こるさまざまな人権問題の解決を図る
ため、市内の人権擁護委員が相談に応じます。
①日時：5 月 5 日（祝）10 時～ 12 時・13 時～ 15 時
　場所：ＬＩＣはびきの（平和展＆人権展会場内）
②日時：5 月 15 日㈮ 14 時～ 16 時
　場所：陵南の森総合センター２階視聴覚室
　　　　　　　　　　　　　　　　　人権推進課【内線 1053】

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した地域のボランティア
の人たちです。地域の中で人権思想を広め、人権侵害が起き
ないように見守っています。
　法務局では毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、
人権擁護委員による相談活動などを行っています。もし、自
分の人権が守られていないように感じたら ､ 相談してみてく
ださい。相談は無料で、秘密は厳守しますので気軽にご利用
ください。
○特設人権相談を開設します
日時　６月 1 日㈪ 10 時～ 12 時・14 時～ 16 時　　
場所　市役所別館３階第３会議室
　（直接会場へお越しいただくか、電話でご連絡ください。）

6 月 1 日は人権擁護委員法が施行された日です

氏　名 住　　所 電　　話
杉谷　義文 古市６丁目 （956）1063
下村　愛子 羽曳が丘西３丁目 （956）7020
中山　義雄 高鷲６丁目 （954）0252
音野　李佳子 向野２丁目 （938）2218
塚本　彰子 河原城 （938）0111
仲村　幸雄 飛鳥 （956）4754
山中　良彦 野々上２丁目 （955）9087

羽曳野市在住の人権擁護委員

人権推進課　【内線 1053】

ギャラリーはびきの 自 然 と 現 代 感 覚 の 融 合   
　今、私たちの生活用品の中にはプラッスチック
や金属などがあふれ、便利になり、簡単に手に入
るようになりましたが、触

さわ

っ
ても何か冷

さ

めた感
かんかく

覚しかあり
ません。一方、ひと昔前まで
は人が木を加

か こ う

工してさまざま
な物を作っており、これらを
使う時は作者と木の温

ぬく

もりが
伝わってきました。緑や環

かんきょう

境
が問題となっている今こそ、
温かさのある木を恵

めぐ

んでくれ
る自然との共

きょうぞん

存が求められます。
　溝端　隆先生は、自然の中に出向き、自

みずか

ら
収
しゅうしゅう

集した良い木や珍
めずら

しい原
げんぼく

木を加工し、素材の
魅
みりょく

力をそのまま活かして新たな命を吹き込んで
いかれます。先生の感覚を交えて創

そうさく

作された作

品からは拭
ふ

き漆
うるし

の味わいと原木への頑
が ん こ

固なこ
だわりが感じられます。「本物の素材を使い、

本物の技を駆
く し

使して、本
物を作り上げる」ことを
モットーに、「木で作れる
ものなら何でも作ります」
とおっしゃる先生の匠

たくみ

の
技
わざ

で作られた、力強さの
中に優しさと温かさがあ
ふれる作品の数々をお楽
しみください。

場所：市役所東玄関横
期間：現在、開催中で６月７日㈰まで
　　　【入館無料】

開館：午前９時から午後５時。土、日も開館。
　　　（ただし、祝日は休館）

おしゃべりサロン
　展示を記念して、作品の説明と製作秘
話をお話ししていただきます。ご希望の
方は、電話もしくはファクス（氏名・住所・
連絡先・参加人数）でお申し込みください。
日時：5 月 16 日㈯ 13：30 から約２時間
場所：ギャラリー展示室
市民協働ふれあい課（内線 1060）

fax：958-0397

 木工技術展
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明教寺
　島泉の住宅街の一角に、静かに佇む古い歴史を持つ寺がある。
　建立からおよそ 1400 年。何度かの兵火と、火事にも見舞われながらも、
その地にあり続けた寺は、高鷲山鳳凰堂「明教寺」。
　古くは、「鳳凰寺」と呼ばれたその寺の建立は、女帝・推古天皇の治世に
までさかのぼる。598 年、推古天皇が見た夢は、白衣の老婦が鳳凰に乗っ
て舞い降りる夢だった。その老婦は天皇に、「志那津川（しなずがわ）の周
辺は、高鷲の井がこの上なくきよらかでけがれのない特別な地域なので、
そこに寺を建立すれば、世の中は安穏になり、住みやすくなるでしょう。
私は高鷲の地主でこれからつくられる寺をまもる者です」と告げたのだと
言う。推古天皇からその夢を聞いた聖徳太子は、高鷲の地に「鳳凰寺」を
建立した。
　志那津川とは現在の東除川の事である。東除川は 16 ～ 17 世紀前半に作られた人口の水路だが、それ以前からこの地

に流れていた川を志那津川という。明教寺の住職の姓も、ここに由来して、不死川
（しなずがわ）さんと言うのだそうだ。
　また、島泉の地名の由来に、こんな話がある。
　764 年。孝謙天皇が「鳳凰寺」に行幸した折、随
行の官人らが志那津川の中の島を掘ると、清水が湧
き出た。その事から、この地を島泉と呼ぶように
なったという。この時、孝謙天皇により、「鳳凰寺」
は現在の名前である「明教寺」に改められた。

　1615 年、大阪夏の陣で焼失した明教寺はその後再建され、本堂は 1984 年の大修理を
経て今に至る。常時開かれているという本堂の中は静寂に満ちており、その欄間は江戸
時代から変わらず使われているものだ。内陣に安置された阿弥陀如来像の上の天井には、
鳳凰寺の名に相応しく極彩色の鳳凰の絵が描かれており、またその壁にも鳳凰が羽ばた
いている。しん、とした空気は、どこか現代の騒々しさから隔離されたようで心が落ち着く。
羽曳野市の中でも古い歴史を持つ地域である高鷲地区。そしてその場所で歴史をともに歩んで
きた明教寺。足を伸ばして、その空気を肌に感じてみるのもいいだろう。

（歴史記事：寺伝より抜粋）
　また、明教寺では仏前結婚式を挙げることもでき、子どもたちを集めた餅つき大会や毎年 4 月に落語会、11 月に法要
の最後の行事としてジャズコンサート、除夜の鐘つきなどのイベントを通して、地域に開けたお寺として親しまれている。
高鷲山鳳凰堂明教寺　　羽曳野市島泉２－２－２２　　　ホームページアドレス：http://www.myokyoji.net/

親鸞上人木像（室町時代）

　５月 18 日㈪から 24 日㈰の１週間は総務省の「春の行政
相談週間」です。国の仕事に関する要望・苦情・意見について、
総務省近畿管区行政評価局（電話：0570 － 090110）また
は行政相談委員（本市は以下の方が選任されています）にご
相談ください。行政相談委員は総務省が委嘱した民間の有識
者で、無報酬で相談に応じています。

行政相談委員が選任されました
平成 21 年４月１日付けで総務大臣から委嘱状が交付されまし
た。
再任で、八尾芳文さん、奥野展三さんが選任されました。
奥野展三（飛鳥 711　☎ 956-5877）
八尾芳文（古市 4-10-17　☎ 956-8969）

行政相談は毎月第２水曜日（13 時～ 15 時）に羽曳野市役
所で開催していますが、行政相談委員の自宅で相談に応じる
他、電話等でも相談できます。

お問合せ先
総務省　近畿管区行政評価局行政相談課
電話：06-6941-8358

「春の行政相談週間」行政に対する困りごとは、
総務省近畿管区行政評価局または行政相談委員へ

　太陽光発電の普及のために、国の制度で一般住宅
の太陽光発電システム設置への補助制度が設けられ
ています。太陽光発電は、地球温暖化防止のために
もその普及が期待されています。ぜひご利用くださ
い。
募集期間：2009 年 4 月 1 日～ 2010 年 1 月 29 日
補助金額：�太陽電池モジュールの公称最大出力１ｋｗ

あたり７万円
対象者：�自ら居住する住宅にシステムを新たに設置

する個人で、電灯契約者となる方
受付窓口：財団法人　大阪府みどり公社　
　　　　　（☎ 06-6266-1311）など
対象システムの詳細や申請方法等については、
大阪府みどり公社または太陽光発電普及拡大センタ
ー（☎ 043-239-6200）にお問い合わせください。
また、ウェブサイト http://www.j-pec.or.jp でもご
ご覧いただけます。

住宅用ソーラーシステム補助制度のご案内
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羽曳野市市民会館
　市民会館は市民の皆様の福祉と文化の向上のために、
昭和 44 年３月に建設されて以来、長く愛用されています。
約 300 人を収容できる市民ホールをはじめ、会議室・和室・
料理教室などを備え、規模や備品内容を充実させており、
文化の憩いの場所として老若男女を問わず、広く市民の
皆様のご利用をお待ちしております。
　近鉄古市駅から約 400 ｍと近く、

“市民会館は皆さんの会館”をモッ
トーに、パソコン完全マスター教室
をはじめ、充実した自主講座を開催
していきます。お気軽にご利用くだ
さい。
連絡先：電話 958-2311　FAX958-2312
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
羽曳が丘コミュニティセンター“ＭＯＭＯプ
ラザ”
　地域のコミュニティ活動を進めて
いただくため、幅広い世代の皆様が
ふれあい、憩うとともに、皆様の情
報の収集や発信ができる場として平
成 5 年に建設されました。
　周辺一帯は、以前、肥沃な丘陵地
であり、市の花である“桃”の花が咲き誇っていたこと
や募集した愛称から「ＭＯＭＯ（モモ）プラザ」と名付
けられました。新池を臨む純日本風の施設ではたくさん
の人々が集い、にぎわいのある広場になってほしいと願
っています。多くの皆様のご利用をお待ちいたしており
ます。
　また、近くには羽曳が丘の閑静な環境を生かし、木造
瓦葺き数奇屋風書院造りという格調高く、迎賓館的役割
をもった“はびきの庵円想”もあります。切れ目のない

円の世界をめざし、福徳円満な人格
にとの願いと、地域における文化・
福祉の振興をはかる施設して名付け
られました。茶道・華道・俳句など、
日本伝統文化の活動の場としてお気
軽にご利用ください。

連絡先：電話 957-5553　FAX957-5580

丹比コミュニティセンター“丹治はやプラザ”
　幅広い世代が集い憩えるとともに、地域づくりのため
のさまざまな活動にご利用いただき新しい地域文化を進
めるため、平成８年に建設されました。

各コミュニティセンターの紹介
　プラザ前の道は、古代から丹
比道 ( たじひみち ) と呼ばれた
日本最古の官道（後の「竹内街
道」）が東西に通じており、人や
文化が大いに往来してにぎわい、
この地が交通の要衝として栄え
た情報の発信地でもありました。
樫山池のほとりに建てられた純日本風の当センターは、募
集した愛称の中から、歴史にちなんで「丹治（たじ）はや
プラザ」と名付けられました。多くの皆様のご利用をお待
ちいたしております。
連絡先：電話 937-2355　FAX937-2388

東部コミュニティセンター“石川プラザ”
　プラザは、市域東部となる古市地区・西浦地区・駒ヶ谷
地区のコミュニティ活動の拠点して、幅広い世代の皆様が
いこい、交流していただけるよう平成 14 年に建設されま
した。施設では、デイサービスなどを行う「高年生きがい
サロン 3 号館」も併設されています。
　プラザからは二上山系や葛城
山・金剛山を一望でき、周辺は
のどかな田園風景が広がる豊か
な自然環境に恵まれています。
募集した愛称の中から、近くに
流れる石川にちなんで「石川プ
ラザ」と名付けられました。多
くの皆様のご利用をお待ちいたしております。
連絡先：電話 950-2002　FAX958-9110

　各コミュニティセンターでは多目的ホール、和室や調理
室の他、図書館も置設されています。なお、ご予約やご利
用方法については各施設へ直接連絡ください。

電力売却料金収入 70
収入合計 70

施設管理運営委託料（指定管理料） 80,688 
土地や建物などの建設費に充てた借金の返済額 66,393 
支出合計 147,081 

MOMO プラザ・丹治はやプラザ・石川プラザ・円想
21 年度予算での試算

（収入）

（支出）

差引（１年間のコスト）　　　　　　　　　　147,011

千円

千円

千円

定員に空きがある教室につい
て、随時受け付けていますので、
興味を持たれた方は一度ご連
絡ください！
（残りわずかな教室もあります。）
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10：00～11：30

10：00～12：00

28日㈯

23日㈯
9日㈯

13：00～15：30

18日㈪

6日㈮

14：00～15：30

10：30～11：30

4日㈬

絵本のへや＜声でお絵かき 絵本の読み聞かせ＞

10：00～16：00

10：30～11：30

16日㈯

20日㈬
10：00～11：00

15：00～16：00

＜体験教室＞ 
手ぬいにチャレンジ！(2回目)

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
18日㈪

毎週土曜日

10：30～11：30

9：30～11：30

11日㈪
14：00～16：00

＜トライルーム＞
めいろを作ってみよう (2回目)

9：30～11：30

10：00～16：00
10：30～11：30

「第10回児童館まつり」　6月7日（土）　13時～15時30分  
場所・・・児童館ひろば(雨天決行)　みんなあそびに来てね！

15：30～16：30

グラウンド・ゴルフであそぼう
児童館のひろばでします。みんなおいで～！
※お茶を持ってきてください。

＜トライルーム＞
しゃくとりむし と くるくるパラシュート
1～3年生対象　定員先着15人
申し込み受付5/2～5/8 （電話のみ）

14：00～16：00

10：30～11：30

＜チャレンジルーム＞ 
ストロー笛作り
4～6年生対象　定員先着15人
申し込み受付5/16～5/22 (電話のみ)

＜健康スポーツ＞
卓球であそぼう
誰でも自由にあそべるよ～！

9：30～11：30

25日㈪ 10：30～11：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(2回目)

★5月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

「新春こま回し大会」
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりなどできる方も大歓迎！

絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

絵本のへや　＜おはなし1.2.3＞

13日㈬

9：30～11：00

＜伝承あそび＞
将棋であそぼう  はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

＜わくわく子育てひろば＞
みんなであそぼう
新聞紙をちぎってあそぼう！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第3回　春休みお楽しみ会
マリオネット鑑賞とビンゴゲームをします。
あそびに来てね！

●所 在 地
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　ＴＥＬ，ＦＡＸ 957-4900
９時～１７時３０分
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
健康スポーツ・レクリエーション（室内・外）
を行っています。
電話での受付は、申込み日の朝９時からです。

My とう芸にチャレンジ

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～

5月  3日㈰　陵南の森図書館　　　15時
5月10日㈰　陵南の森図書館   11時（乳幼児向き）
5月12日㈫　丹比図書館　　　　　10時
5月13日㈬　東部図書館　　　10時30分
5月16日㈯　陵南の森図書館　　　15時
5月16日㈯　羽曳が丘図書館　　　15時
5月17日㈰　陵南の森図書館　　　
　　　11時（乳幼児向き）、11時３０分（大きい子向き）
5月23日㈯　丹比図書館　　　10時30分
5月10日、17日、24日の各日曜日
　　　　　　中央図書館　　各15時
※蔵書点検による休館のため、一部日程に変更があります。
　

お は な し 会お は な し 会

４回もふられた
のに、私はまた恋
をしてしまった。
あんなにつらい
思いをしたとい
うのに。切ない恋
愛小説集です。

            角田　光代／著　新潮社

              伊勢　華子／著　ポプラ社                松居スーザン／著　文渓堂

しごとば
　
       鈴木　のりたけ／著　ブロンズ新社

サンカクノニホン
－６８５２の日本　島物語－
      

くまちゃん

11月30日㈰

※図書館は月末日を除き日曜・祝日も通常どおり開館しています。

美容師、グラフィッ
クデザイナー、新
幹線の運転士。憧
れのあの人たちの
仕事場を、ちょっ
と覗いてみたいと
思いませんか？

ゴミを拾いなが
ら孤独に暮らし
ていた川ネズミ
のすてごろうは、
ある日偶然トカ
ゲの男の子を拾
ってしまいます
が…。

日本って、どんな
形をしているか
知ってる？
実は、たくさんの
島々が、大きな三
角形の中に納ま
っているんだよ。

すてごろうのひろったもの

年末年始の休館日年末年始の休館日

2月1日㈰・2月28日㈯
今月の休館日今月の休館日

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 
5月25日㈪～31日㈰　
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

6月30日㈪

今月の休館日今月の休館日

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーション支所　☎937-7210(火・木・金曜日　13時30分～16時30分）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13時30分～16時30分）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9時～17時）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10時～17時）

秋の読書講演会
テーマ　「子どもの成長と学校図書館」
講　師　竹内悊（たけうちさとる）氏（日本図書館協会顧問）
日　時　11月14日（金）午後1時30分～3時30分
場　所　Ｌｉｃはびきの視聴覚室
定　員　70人（先着順）
　　参加される方は中央図書館までお申し込みください。
　　（電話可☎950-5501）

朗読ボランティア入門講座
講師　岸下　良子氏（朗読ボランティアグループ「はびきの」講師）
全８回　9/4～12/4（毎月第1・3・5木曜日）
14：00～16：00　陵南の森公民館会議室ほか
定員　20人(先着順)
申込み　8月11日㈪10時より陵南の森図書館にて受付（電話可）

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

3月31日㈫
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

◆定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆　5 月 11 日・25 日㈪　午前中　要予約

　ウォーキングに正しい方法があるの？自分に合った歩幅ってどれくらい？私にもで
きるかな？と思っているあなたのための講座です。運動習慣を生活に取り入れてみま
せんか？
運動を始めたいと考えている方は、ぜひこの機会にお申し込みください。

ウォーキング講座 ウォーキングと筋力アップで元気アップ
（健康はびきの21スローガン）

上記の日時以外でもご都合に合わせて随時対応します。健康増進課までご連絡ください。

『歩幅の目安は
　　身長－100ｃｍ』
３月 24 日　コロセアムで第
１回目を開催しました。
参加者の方々より

「歩幅は意外と大きな一歩です
ね」と、感想を頂いております。

歩幅が大きくなると、自然に
スピードも出ます。
　ぜひ意識してみてください。

ウォーキングひとことアドバイス

平成 21 年度がん検診のお知らせ ◆メタボ入門講座のお知らせ◆

●胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮がん集団検診

※詳細は平成 21 年度健康だよりをご覧ください。
●乳がん・子宮がんの個別検診を希望される場合は実施医
療機関に直接お申し込みください。( 要予約 )
※�対象者には、受診券を個別送付していますの

で、検診時には必ず持参してください。
※�集団検診の申し込みは、保健センターまで電

話もしくは来所にてお申し込みください。
　（FAX での申し込みはできません）

６・７月実施分
５月８日（金）

９：００から受付開始

妊婦さんへ思いやりを

　不健康な生活（不適切な食生活・運動不足・喫煙・過度
の飲酒・過度のストレス）を続けていると、動脈硬化を促
進したり心臓病や脳卒中を引き起こす危険性があります。
　もし今の生活習慣を変えたい！と思われた
方は、ぜひご参加ください。
日　時：５月２５日（月）　13 時 30 分受付
テーマ：�メタボリックシンドロームとその予防

について
講　師：羽曳野市医師会　立山　博一　医師　
定　員：30 人
会　場：羽曳野市立保健センター　4 階大会議室　　
　　　※必ず事前の申し込みが必要です。

メタボ対策入門講座メタボ対策入門講座

日程 実施場所 集合場所

５月 12 日（火）
10：00 ～ 12：00

（受付　9：30 ～）

はびきのコロセアム
サブアリーナおよびウォーキングロード
住所：羽曳野市南恵我之荘 4-237-4
※雨の場合：サブアリーナで実施 ( 上履きをご用意ください )

はびきのコロセアム
サブアリーナ

６月 17 日（水）
10：00 ～ 12：00

（受付　９：３０～）

食とみどり技術センター ( 旧農林技術ｾﾝﾀｰ )
住所：羽曳野市尺度 442
※雨の場合：暴風警報発令は中止です。雨でも実施します。
カッパをご用意ください。

正面門
※駐車場がありません
ので、徒歩でご来場く
ださい。

対象者：市民でウォーキングに興味のある方。（※ ただし、運動制限のない方）
講座内容：ウォーキングの効果と歩き方・ウォーキングロードでの実技
持ち物：動きやすい服装・運動靴・水分
申込み：健康増進課（956-1000）にお申し込みください。

生活習慣病の予防について、特に食事面に重点を置き、講義・体験実習を交えて楽
しく学べます。
日時：平成21年６月２日（火）または7月24日（金）
　　１０：００～13：００（９：３０～10：００受付）
～野菜のとり方や 1 日の食事量を学べます～
対象者：40 歳以上の市民　　　定　員：30 人（定員になりしだい締め切ります）
会　場：羽曳野市立保健センター３階栄養指導室
申込み：健康増進課までお申し込みください。

～メタボに栄養 (えいよ～ )～バランスアップ教室バランスアップ教室『野菜を 1 日 5 皿
　　　　　　とりましょう』

食育ひとことアドバイス

あなたは健診をうけましたか？ 1 年に 1 回健診を受けましょう。
見直そう　日頃の生活　自分のからだ！健診受けて、はつらつ健康生活 （健康はびきの２１スローガン）
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予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２ ４

水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水
HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成21年1月1日～15日生まれ

平成21年1月16日～31日生まれ

平成21年  2月生まれ

平成19年10月生まれ

平成19年11月生まれ

平成18年11月生まれ

平成18年12月生まれ

平成17年11月生まれ

平成17年12月生まれ

5月26日、27日

6月23日、24日

5月19日、20日

6月16日、17日

5月12日、13日

6月  2日、  3日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

5月15日

5月29日

6月12日、26日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成21年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

集団接種（受付時間：13 時 30 分～ 14 時 30 分）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】	

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 6 月
  15 日（月）石川プラザ
  18 日（木）陵南の森
  19 日（金）保健センター

BCG
４カ月児健診
と同日実施

5 月
15 日（金）

保健センター３階
29 日（金）

BCG の予診票は４カ月児健康診査のご案内と一緒に送付し
ています。４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種し
ていないお子さんは健康増進課（保健センター）に電話し
予約の上、受付時間 13 時 20 分にお越しください。

持ち物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、健康増進課で再発行します。）

◆離乳食講習会 (保育あり　先着15人 )◆
　日時：5 月 22 日㈮・６月 18 日㈭のいずれか１日　13 時～ 15 時
　対象：4 カ月健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者 ( 第 1 子優先 )
　受講費：無料　　　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
　申込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆幼児食講習会（保育あり　先着15人）　◆
　日時：6 月 9 日㈫ 13 時～ 15 時　　対象：就学前の幼児の保護者　
　受講費：無料　　会場：保健センター　3 階栄養指導室
　申し込み：電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音・言葉の遅れなどについて相談をお受けします。
　電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ
◆マタニティスクール（定員30人）◆
　日時：5 月 7 日㈭、14 日㈭、17 日㈰、28 日㈭
　　13 時～ 15 時 30 分　※４日間で１コース　　　
　電話で健康増進課 ( 保健センター ) へ

～麻しん風しん混合（MR）予防接種を受けましょう！！～
　麻しんは、例年、春から夏にかけて流行します。今年も増加
が予想されます。対象の方は、自分の健康を守るため、早めに
予防接種を受けましょう。
　第 2 期・第 3 期・第 4 期については、接種期間が平成21年
4月1日～平成22年3月末日迄になりますので、ご注意くだ
さい。（第 3 期・第 4 期については、平成 21 年度から 4 年間
のみ実施になります）
お問い合わせは健康増進課（保健センター）まで。

保健師が直接交付させていただきます。妊娠・出産に関する事など、お気軽にご相談ください。

母子手帳の交付場所が変わりました ( 交付場所 ) 保健センター、市役所保険年金課

　平成 21 年４月から、妊婦健康診査の公費助成が 3 回から 14 回に
増えました。妊婦健康診査は妊婦さんとお腹の赤ちゃんの健康を守り、
安心して出産を迎える上でとても大切です。定期的に必ず受診しまし
ょう。
交付方法：母子健康手帳と一緒に、妊婦健康診査受診券綴りをお渡し
　　　　　します。
受診方法：妊婦健康診査受診券を医療機関に提出してください。検査
　　　　　内容により自己負担額が発生します。
※平成21年3月31日以前に母子健康手帳の交付を受けられた方には、
追加分を郵送させていただいています。転入等でお手元に届いていな
い方は健康増進課へお問合せください。
※大阪府外・助産所で受診を希望される場合は、健康増進課へお問合
せください。

妊婦健康診査の公費助成回数が14回に増えました

予防接種健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の2週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑
9時30分～12時

13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽

放流水・プール水・浴槽水検査
受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木
9時15分～12時15分

13時～16時
月 水火

9時45分～10時15分

２ ４

水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13時30分～15時

４

水
HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9時30分～10時

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成21年1月1日～15日生まれ

平成21年1月16日～31日生まれ

平成21年  2月生まれ

平成19年10月生まれ

平成19年11月生まれ

平成18年11月生まれ

平成18年12月生まれ

平成17年11月生まれ

平成17年12月生まれ

5月26日、27日

6月23日、24日

5月19日、20日

6月16日、17日

5月12日、13日

6月  2日、  3日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

5月15日

5月29日

6月12日、26日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成21年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

予防接種の種類：百日咳ジフテリア破傷風（DPT）
                       麻しん風しん混合（MR）1 期・2 期・3 期・4 期
                       ジフテリア破傷風混合（DT）第 2 期
                       ※ 日本脳炎
※平成 17 年５月 30 日付厚生労働省の勧告により、積極的勧奨を
差し控えております。接種希望の方は、医療機関にお問い合わせ
ください（同意書への署名が必要となります）。

☆平成 21 年 4 月に麻しん風しん混合（ＭＲ）2 期・3 期・4 期、
ジフテリア破傷風混合（ＤＴ）第 2 期の個別通知を郵送しました。
個別通知が届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで
ご連絡ください。
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一般消防功労者表彰
　3 月 22 日大阪府立青少年会館で開催された「平成 20 年度

大阪府消防表彰式」において、羽曳野市婦人防火クラブ会長

木村眞知子氏が、大阪府知事から一般消防功労者表彰を受賞

されました。昭和 62 年 11 月に羽曳野市婦人防火クラブが設

立され、円満な人格と併せ

持った指導力により、クラ

ブ員から絶大な信望を受け

平成 12 年 6 月には会長に

就任し数々の行事に参加し

地域住民への火災予防啓

蒙に努められました。

街頭キャンペーン実施
　3 月 5 日「春の全国火災予防運動」の一環として近鉄古市

駅周辺で柏羽藤火災予防協会広報部会、羽曳野市婦人防火ク

ラブ、羽曳野市市長、柏原羽曳野藤井寺消防組合と合同で、「火

の用心・火災予防運動」

と書かれたタスキをか

け、通勤や買い物の人

など道行く人々に啓発

用チラシを配りながら

火災予防を訴えました。

芸術文化振興基金助成事業　羽曳野市市制 50 周年記念事業

第 28 回全日本少年少女合唱祭全国
大会羽曳野大会
　3 月 28 日、29 日の両日、ＬＩＣはびきのにおいて、第

28 回全日本少年少女合唱祭全国大会が開催されました。各

地より集まった 45 団の合唱団が、４つのステージに分かれ

て、日頃の練習の成果を披露し合いました。それぞれのス

テージのラストでは、土橋薫さんのパイプオルガンの演奏に

合わせて、合

唱曲 ｢ この星

に生まれて ｣

を全員で合唱

し、天使の歌

声を、ホール

いっぱいに響

かせました。

ペットボトルキャップで世界の子どもに「ワクチン」を!
　高鷲中学校では、「キャップ400 個で10 円。ポリオワクチ

ン１人分 20 円。800 個で子ども１人の命が救えます。」との

生徒会の呼びかけで、昨年 11 月から今年３月まで、「クラス対

抗レース」を行った結果、56,800個のキャップが集まりました。

　キャップは、ＮＰＯ法人（ｅ－ｋｏｔｏｎｅｔ）に回収を依頼し、

感謝状を贈られました。生徒会では、これからも活動を続け、

さらに広げていきたいと意欲を燃やされています。

特別養護老人ホームで、歯科健診を実施
　3 月 26 日羽曳野特別養護老人ホームにおいて羽曳野市歯科

医師会が歯科健診を実施しました。この事業は大阪府が重度

障がいのある要介護高齢者の口腔保健の向上を目的に実施して

いるもので、施設職員への事前研修として大阪大学歯学部の先

生の講義も受けました。

　当日は歯科医師が口腔内診査を実施し、歯科衛生士がブラッ

シング指導を行いました。施設内ではすでに口腔ケアについて

熱心に取り組みをされています

が、コミュニケーションがうまく

とれない高齢者の口腔ケアの方

法の多様で具体的な実技指導に、

施設職員からも「勉強になった」

という声がきかれました。

第 2回白鳥伝説スポーツマンシップヤマ
トタケル杯
　3 月 28 日、29 日、はびきのコロセアムで第 2 回白鳥伝

説スポーツマンシップヤマトタケル杯がおこなわれました。

参加 32 チームで熱戦が繰り広げられ、上位リーグでは和

歌浦少女バレーボール部（和歌山県）が優勝、みつわ台ク

ラブ（千葉県）が準優勝。また、下位リーグでは熊取ジュ

ニア（大阪府）が優勝、石津パワーガールズ（大阪府）が

準優勝に輝きました。

羽曳野少年少女合唱団では、団員を募集中です。
ステージを観て興味を持ってくれた人、歌うことが大好きで友達を
いっぱいつくりたい人は、ぜひ、いちど、練習を見学してみませんか
連絡先　育成会　平井　☎ 937-3122

街かどから
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こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.osaka.jp

　ひろむ

皆の人気者むーくん。パパ＆ママ
の所に生れてきてくれてありがとう。
　　母親の梨沙さん撮影

 　

美咲ちゃん
平成20年10月19日生まれ
阪本 
さかもと

1歳のお誕生日おめでとう！
元気なやさしい子に育ってネ。
　　父親の友司さん撮影

 　

葉山 紬生ちゃん
平成20年2月10日生まれ

蔵之内
はやま つむぎ　みさき

アルプスの少女です。いつまでも
美しく咲いてください。
　　父親の元洋さん撮影

 　

平成20年5月21日生まれ

高鷲

木村 
きむら

大夢ちゃん

島泉

古市六町ふれあい会のお花見会
　4月4日古市六町ふれあい会のお花見会がおこなわれました。

当日は、あいにくの雨模様になり市民会館ホールに場所を変え

ての開催となりました。天候事情にもかかわらず、欠席者もほ

とんどなく約 200人

が参加し、誉田中学

校のブラスバンド部

の演奏や芸大生によ

る大道芸・フラダン

ス等を楽しまれまし

た。

誉田地区「花見の会」開催
　４月２日、今年で 10 回目となる誉田八幡宮境内で「花

見の会」が開催されま

した。当日は、花冷え

のするなかで、70 歳

以上の高齢者 258 人が

招待され、お弁当に舌

鼓をうち、誉田保育園

の園児さんの和太鼓等

を楽しまれました。

第５回健康ふれあいの郷グラウンド・ゴ
ルフ交流会
　（財）羽曳野市施設管理公社主催の第 5 回グラウンド・

ゴルフ交流会が、2 月 15 日健康ふれあいの郷スポーツ公

園で開催されました。当日は北川市長、藤田理事長の挨拶

で開会、128 人が熱戦を繰り広げました。結果は下記のと

おりです。 優　勝 久保　純一 ＫＹＫ会 堺市
準優勝 橋田　勝  松南ＧＣ 松 原 市
第３位 新熊　貞治 伊賀ラピット 羽曳野市

駒ヶ谷町会「いきいきサロン」の開催
　４月６日駒ヶ谷西公民館で駒ヶ谷校区福祉委員会主催の

駒ヶ谷町会「いきいきサロン」を開催しました。町内にお

住まいの 75 歳以上の方を招待して会食会やゲーム等、ま

たぶどうの家診療

所の大畑先生をお

迎えして高齢者の

健康についての話

もあり、一日楽し

まれました。

平成 21年「春の全国交通安全運動」の実施
　羽曳野市では、4 月 7 日に、はびきのコロセアムにおい

て『春の交通安全市民大会』を開催しました。当日は市民

が【安心・安全・快適】に暮らせる街づくりの実現に向け、

「交通安全宣言」を駒ヶ谷幼稚園の保護者と園児により声

高らかに宣言され、満

場一致で採択されまし

た。また、４月６日早

朝には、近鉄上ノ太子

駅前で羽曳野市、太子

町並びに羽曳野・富田

林の両警察署にて「交

通安全運動」と「放置

自転車等ゼロ運動」を

行い、４月 10 日は交

通安全を呼びかける「街

頭キャンペーン」を近

鉄古市駅前と古市小学

校および古市幼稚園で

実施いたしました。

　

街かどから
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羽曳野市在日外国人障害福祉金について
　本市では、次に該当される方を対象に在日外国人障害福祉金の支給を行っ
ています。
　該当される方は、申請手続きを行ってください。なお、現在受給されている
方は、その必要はありません。

（支給要件）
　①昭和 37年１月１日以前に出生された方で本市を居住地として外国人登録
　　をされている方
　②昭和 57年１月１日以前に身体障害者手帳の交付を受けた方のうち１級ま
　　たは２級の方または、療育手帳の交付を受けた方のうちＡ判定を受けた方
　　ただし、次に該当される方は当該福祉金の対象とはなりません。
　　　ア）生活保護を受給されている方
　　　イ）公的年金を受給されている方
　　　ウ）羽曳野市以外に居住されている方
　　　エ）前年所得が一定額以上の所得を有する方

（支給額）　月額 20,000 円
問合せ　福祉支援課（内線 1212）

羽曳野市在日外国人高齢者福祉金について
　本市では、次に該当される方を対象に在日外国人高齢者福祉金の支給を行
っています。
　該当される方は、申請手続きを行ってください。なお、現在受給されている
方は、その必要はありません。

（支給要件）
　①大正 15 年以前に出生された方で本市を居住地として外国人登録をされ
　　ている方
　②昭和 57年 1 月1日から引き続き外国人登録をされている方
　　ただし、次に該当される方は当該福祉金の対象とはなりません。
　　　ア）生活保護を受給されている方
　　　イ）公的年金を受給されている方
　　　ウ）羽曳野市在日外国人障害福祉金を受給されている方
　　　エ）養護老人ホーム・特別養護老人ホームに入所されている方
　　　オ）本人・配偶者または扶養義務者のいずれかが老齢福祉年金の全額
　　　　　支給停止に相当する所得を有する方

（支給額）　月額 10,000 円
問合せ　福祉支援課（内線 1212）

福祉支援課からのお知らせ
主な公共施設

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

身体障害者等の方に対する軽自動車税の減免
　一定の要件に該当する身体障害者、知的障害者または精神障害者の方は、申請
により軽自動車税の減免を受けることができます。なお、減免できる車両は１人に
つき１台です。普通自動車等の自動車税で減免を受ける場合は、軽自動車税では
減免の対象になりませんのでご注意ください。
申請期限　５月 25 日㈪　　必要書類　手帳、車検証、印鑑
※平成 20 年度以前の申請をいただいている方については、別途送付しました減
　免申請書（継続用）をご提出ください。（郵送可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （税務課　内線 1560・1570）
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新築および増改築家屋の実地調
査にご協力を。
　平成 21年中に新築および増改築
した家屋は、平成 22 年度から固定
資産税・都市計画税の課税対象とな
ります。家屋の評価額を算定するた
め、その実地調査に身分証を携帯し
た税務課の調査員がお伺いします。
実地調査の際には、屋内に入らせて
いただき、家屋全体の使用材料およ
び各部屋の仕上げ状況などを調査さ
せていただきます。
　また、場合により図面などの関係書
類の借用をお願いすることがあります
ので、ご協力をお願いします。なお、
登記されない新築家屋、家屋を増改
築した時や取壊した時にも必ず税務課
家屋担当までご連絡をお願いします。
問合せ　税務課固定資産税家屋担当
　（内線 1550・1551）

市・府民税、固定資産税、軽自動車税はコンビニエンスストアで納付できます！
　コンビニエンスストア（以下『コンビニ』という。）で納付いただく際には、銀行
等の金融機関とは取り扱いが一部異なります。以下の事項について、ご注意ください。
○以下の納付書は、コンビニではお取り扱いできません。
　・バーコードの表示がない納付書、バーコードが汚れなどにより読み取れない納付書
　・記載されている納付金額が 30 万円を超える納付書
　・納期限を過ぎた納付書
　・金額が訂正された納付書
○コンビニでは、納付いただく期別分の納付書のみレジにご提出ください。
　　お渡しになった納付書は、すべて納付されるものとして取扱われますので、　
　ご注意ください。
○コンビニでは、現金による納付のみお取り扱いできます。( 小切手やカード類
　はお取り扱いでいません。)
○納付いただいた際は、必ず領収証書をお受け取りください。
○納税証明書が必要な場合には、市役所に領収印の押された領収証書をご持参
　の上、発行の申請を行ってください。
　( 入金の確認ができるまで２～３週間程度の時間を要します。ご協力をお願いします。)
○お取扱い店舗は次の全国のコンビニです。
　エーエム・ピーエム、エブリワン、ココストア、コミュニティ・ストア、サークルＫ、
　サンクス、スリーエフ、セーブオン、セブン - イレブン、デイリーヤマザキ、ファミ
　リーマート、ポプラグループ、ミニストップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税務課　内線 1420･1421）

5月は固定資産税(１期）と
軽自動車税の納付月です。

６月1日を過ぎると
この納付書は使えません。

全 固定資産税　　

第１期分

第２期分

第３期分

第４期分

固定資産税　
５月

７月

９月

11月

各納期までに
お納めください。

納付書は綴らずにお送りしています。

　納付いただく期別分のみの納付
書を窓口にご提出ください。
　なお、お渡しになった納付書は、
すべて納付されるものとして取り
扱われますので、ご注意ください。

※今年度から、全期分を前納いただい
　た場合の報奨金は廃止となりました
　のでご了承ください。

（税務課　内線1420）

　期別ごとの納付、全期分を前もっ
て一括しての納付、いずれかの方法
でお納めください。

(納付期限　6月１日）

夜間に市税の納付相談窓口を開
設しています
　税務課（納税相談担当）では、市
税の納付相談や徴収の窓口を夜間に
開設します。ぜひご利用ください ｡
日時　５月19 日㈫・26 日㈫・
   28 日 ㈭　18:00 ～ 20:00
場所　市役所本館１階 税務課⑦番窓口             
 （税務課　内線 1430･1440･1450）

税理士による無料税務相談センター
日時　５月20 日㈬　13:00 ～16:00
会場　市役所　１階税務相談コーナー
対象　一般納税者で税理士等の関与
　がない方
相談内容　口頭による所得税・相続
　税や経理などに関する相談
相談時間　１人 30 分程度
申込　電話申込による先着順（予約
　状況により当日申込も可）
問合せ・申込先	
　近畿税理士会　富田林支部　事務局
　☎ 0721-25-6250（月～金曜日　
　９:00 ～16:00）
※当日申込のお問合せも、上記まで
　お願いいたします。
　本年は、上記税務相談を、６月17
　日・７月15日・８月19日・９月16日・
　10 月 21日・11 月18 日（いずれも
　第３水曜日）に開催します。

自動車税の納期限は６月１日㈪です。
　納税通知書に記載の金融機関、ゆう
ちょ銀行または郵便局、コンビニエンス
ストアで納期限までにお納めください。
問合せ　自動車税コールセンター（フ
　ゼイコール）　☎ 0570-020156
※軽自動車税については、税務課税
　政担当までお問い合わせください。
　内線（1560・1570）

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  固定資産税　　  第１期分
軽自動車税
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広げよう　地域に根ざした　思いやり

５月12 日は
「民生委員・児童委員の日」です。
　羽曳野市には、市内各地域で182
人（うち主任児童委員 14 人）の民生
委員・児童委員が活動しています。
　○暮らしに関すること、困ったこと、
　　悩みごと、お気軽にご相談ください。
　○民生委員・児童委員は、子どもたち
　　や家庭のことなどを、皆様と一緒に
　　考え支援しているボランティアです。
※担当の民生委員・児童委員がわか
　らないときは、下記までお問合せ
　ください。
問合せ　福祉総務課　内線1120･1121

４月より、新たに民生委員・児童委員
となられましたのでお知らせします。

***** ４/1 委嘱 担当町会

埴生校区 藤本合子 向野町会

平和や原爆について考えてみませんか・・・
長崎へ平和の取材「親子記者」参加者募集
対象　小学生とその保護者で、平和・原爆・核兵器廃絶などに関心がある方
実施期間　８月８日㈯ ～11日㈫
　※長崎市滞在中、平和祈念式典参加などを通して原爆・平和に関する取材をし、
　　取材記録を提出していただきます。　
定員　全国の対象自治体から18 人 (９組 )　※応募多数の場合は抽選
参加費　長崎駅までの交通費、宿泊代、滞在中の取材補助経費を支給
申込　往復はがきに ① 住所 ② 参加者の氏名 ( ふりがな )・性別 
　③ 小学校名・学年 ④ 電話番号 ⑤ 保護者名 ( ふりがな )・性別を記入、押印の上、
　⑥ 平和を願う言メッセージを添えて、下記へお送りください。応募結果をお知らせします。
申込期限　 ５月13 日㈬　当日消印有効
応募先・問合せ　日本非核宣言自治体協議会事務局　
　〒852-8117　長崎市平野町 7-8　長崎市平和推進室内　☎ 095-844-9923
　※詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.nucfreejapan.com

平成 21年度　男女共同参画シンボルマークが決定しました！！
　内閣府にて昨年10月から12 月にかけて公募を行った
男女共同参画シンボルマークが公開選考会において決ま
りました。
　このシンボルマークには、“男女が手を取り合っている
様子をモチーフにし、互いが尊重しあい共に歩んでいけ
たら･･”という願いが込められています☆〃
　羽曳野市でも男女共同参画社会の実現に向けて取り組

んでいるところです。人権推進課では、女性が地域や社会で活躍できるように『女
性パソコン教室』や男性が家庭や地域で活躍できるように『男性クッキング教室』
を開催しています。詳細が決まりしだい、随時広報しますので、ご家族やご友人と
一緒にぜひ参加してみてください。
　また、人権推進課窓口では、府や他市町村で開催される催しのチラシやリーフレ
ットを配架したり、DVD やビデオの貸し出しも行っていますので、お問合せください。
　　　　　　　　　来月６月は“男女共同参画週間”です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人権推進課　内線 1057）

広 

告

不登校と登校しぶりの親の会
～同じ悩みを持つ親の集まりです～
日時　毎月第２水曜日　13:30 ～17:00
場所　ＬＩＣはびきの ２階
　羽曳野市教育研究所　第２実習室
問合せ　955-9555　小池

インターネットによる公有財産売却のお知らせ
   市では、一般競争入札により、公用車の売却を実施します。
詳しくは、市のウェブサイト（http://www.city.habikino.osaka.jp/）の「インタ
ーネット公有財産売却」をご参照ください。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （契約検査課　内線 3631･3632）
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お知らせ

定期救命講習のお知らせ
　今話題の AED（自動体外式除細動
器）の使用方法を含めた応急手当の
講習会です。もしもの時のためにあ
なたも救命講習を受講しませんか。

　いずれか一日、費用は無料です。
受講後に修了証を発行いたします。
　各日とも人数に制限がありますの
で、必ず電話にて下記までお問い合
わせください。

（柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
　　　　　　　　　   ☎ 958-0119）

日 程 講 習 場 所

５月 10 日㈰ 地域福祉センター オアシス 
地域交流ホール

５月 24 日㈰ 柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防本部 ３階

６月 13 日㈯ 陵南の森 老人福祉センター

６月 28 日㈰ 柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防本部 ３階

７月 11 日㈯ 藤井寺市立市民総合体育館 
会議室

７月 26 日㈰ 柏原羽曳野藤井寺消防組合
消防本部 ３階

広 

告

農産物展示品評会
　市農研クラブは、農産物展示品評
会を開催します。
日時　５月８日㈮　９:00 ～
会場　市役所議会棟下
出品受付　当日 ８:00 ～９:00
※品評会出品物を、審査終了後
   10：30 頃より販売します。

（産業振興課内農研クラブ事務局　
　　　　　　　　　　　内線 2762）

猫を飼われている方へまわりに
迷惑をかけないで
　猫のフンや尿などの生活環境被害
の苦情が多く市に寄せられています。
　自宅の前に見知らぬ猫のフンがあ
ったら、誰でも不快感を感じます。
　飼い主は、愛情と責任をもって飼い
ましょう。
飼い主の方へお願い
　●フン、尿は自宅の決まった場所
　　でさせるようしつけましょう。
　●野良猫と間違われないように首
　　輪をつけるようにしましょう。
　●野良猫等を増やさないためにも不
　　妊去勢の手術を行ってください。
  　　　　　　　　　( 環境衛生課 )

｢うぃんぐ｣ 加入のご案内
（羽曳野市勤労者互助会）

　うぃんぐは、勤労者のための福利厚
生団体で、慶弔金の給付事業・チケッ
ト、レジャー施設の割引・バスツアー
等の福利厚生事業を行っています。
　勤労者の福祉の増進と企業や商店
の振興を図ることを目的としています。
問合せ　
　うぃんぐ事務局（産業振興課内）
　〒 583-8585　
　羽曳野市誉田４丁目１番１号　
　☎ 958-1111（内線 2752）
　ＦＡＸ 950-2055
　E-mail  gojokai@gc5.so-net.ne.jp

高齢者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月1
回、市内の公衆浴場において敬老入
浴を行います。入浴時に対象年齢以
上であることを申し出てから入浴して
ください。
　なお、４月から一人あたり100 円
をご負担いただくこととなりました。
日時　５月15 日㈮、６月15 日㈪
利用料金　100 円
利�����用できる施設　
　古市温泉、新高鷲温泉、紅梅湯
　羽曳野温泉（６月のみ16 日㈫）
問合せ　福祉支援課

親子ふれ愛（ふろ愛）

５月３・10・17・24･31日㈰

　保護者同伴の
子ども（小学生
以下）の市内銭
湯無料入浴デー、ふれあいを大
切に…。近所のおじさん、おばさん
と同伴でもいいよ。
※ただし、日曜日が休業の場合
は前日の土曜日です。

   

レッツ !リトミック＆スポーツ　 
はびきの障害児者スポーツクラブ主催

日時　５月24 日㈰　９:30 ～11:30
　後片付け
場所　西浦市民体育館　　
持�物　上靴・タオル・水筒・（散歩する場  

合もありますので帽子）
内�容　リトミックの後軽スポーツ
　（バトミントン・卓球・トランポリン・
　ボールプール）・散策
問合せ　那須　☎ 958-8606
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地域で子育てのお手伝いをしてくださるボランティア（有償）を募集しています！
　ファミリー・サポート・センターの説明会と講座を開催します。
　子育ての経験や余暇の時間を地域の活動に役立てませんか？
　興味のある方は、ぜひこの機会にご参加ください。
◎子育て支援基礎講座　（４日間コース）　※興味のある講座のみの参加も可

定員　各講座　20人　※一時保育有り　毎回定員 10人　( 申込時に要予約 )
対象　地域の子育て支援に興味のある方
申込・問合せ　６月12 日㈮　締切
　☎またはＦＡＸ 956-4943 でお申込ください。子育て支援センターふるいちの窓口
　でも受付いたします。
 はびきのファミリー・サポート・センター（羽曳野市立子育て支援センターふるいち内）

日 時 会 場 テ ー マ 講 師

６月 23 日㈫
10:00 ～ 12:00

市役所別館
２階研修室

 ・ファミリー・サポートについて
 ・センター説明会ボランティアとは

センター職員
羽曳野市社会福祉協議会

６月 25 日㈭
９:30 ～ 12:30

市役所別館
３階会議室

 ・救命救急講習

   （修了証が発行されます）
地域支援センター

ばんびーの

６月 30 日㈫
10:00 ～ 12:00

市役所別館
２階研修室

 ・障がいを持つ子どもの支援について 四天王寺悲田院

７月２日㈭
10:00 ～ 12:00

市役所別館
３階会議室

 ・自宅で子どもを預かる時の注意点

　 （子どものけが、事故予防）

 ・子どもの発達と遊び

 保健センター 保健師
センター職員

広 

告

母子家庭の母等のための就業支
援講習会受講生募集
対象　母子家庭の母および寡婦

〔パソコン初級講座〕（定員 25 人）
申込　５月 25 日～６月 25 日
　（当日消印有効）
期間　７月 25 日～９月 26 日　全 10
回　毎週土曜　10:00 ～16:00
費用　10,000 円（教材費含む）　　
会場　谷町福祉センター

〔簿記３級講座〕（定員 40 人）
申込　５月 25 日～６月 25 日
　（当日消印有効）
期間　７月 25 日～１１月７日　
　全12 回　毎週土曜　10:00 ～15:00
費用　5,000 円（教材費含む）
会場　谷町福祉センター
申�込方法　往復はがきに、希望講座、

住所、氏名、年齢、職業、電話番
号、志望動機、以前連合会で受講
した講座名、保育の有無を記入の
上、下記の住所まで申込ください。

（保育対象は２歳から就学前）応募
多数の場合は抽選になります。

問合せ　〒 540-0012　
　大阪市中央区谷町５- ４-13
　谷町福祉センター内
　母子家庭等就業・自立支援センター
　☎ 06-6762-9995

点字教室受講生の募集
　視覚障害者の福祉に理解と熱意のあ

る方を対象に点字教室を開催します。

日時　６月12 日～９月 25 日

　毎金曜日（15 回、８/14 を除く）

　19:00 ～ 20:30

会場　市役所別館　研修室１・２

対象　市内在住・在勤・在学者

定員　先着 20人

費用　テキスト代 500 円（点字器は

　貸し出しします）

申込　５月７日㈭から福祉支援課へ

　電話または直接窓口まで。

　定員になりしだい締切り

（福祉支援課　内線1211　ＦＡＸ957-1238）

地域包括支援センター職員（嘱
託員）募集
　介護予防支援業務に携わる資格者
を募集します。詳しくは下記まで。
職�種　次のいずれかの資格を有する方
（介護支援専門員・保健師・正看護
師・社会福祉士）

対象　55 歳までの方で、普通免許を
　お持ちの方（バイク50ｃｃ乗れる方）
給与　195,000 円～ 212,000 円
　（資格に応じます）

（高年介護課　地域包括支援室　内線 1353）



31−はびきの　2009.5.1−

市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp

講　座

羽曳野 IT サポート会
ワードとデジカメ写真
　ワードで案内状の作成とデジカメ
写真の加工・編集。
日時　６月５日・12 日・19 日
　（金曜日３回）　13:30 ～16:30
会場　陵南の森公民館 視聴覚室
内容　文書作成、デジタルカメラ写真
　の加工・編集
対象　20 歳以上の市民・市内在勤
　の方でマウス操作・文字入力がで
　きる方
持物　デジタルカメラ（無い方はこち
  らで用意） 
費用　1,000 円（テキスト代含む）
定員　抽選 16人
申�込　往復はがき往信面の裏面に、

郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号（無記入無効）、生年月日、
返信面の表面に郵便番号、住所、
氏名を明記し、５月12 日㈫必着に
て下記住所にご応募ください。

　〒 583-0854 軽里 1-1-1　
　LIC はびきの内 IT サポート会へ
　（同会 ☎ 950-5500）

●申込み　人権文化センターへ直接または電話での申込です。
●受付け　５月12日㈫ ９:00 ～　５月14日㈭ 17:00まで　※受付け初日のみ１講座１人の申込み。（定員になりしだい締切ります）

●会場　　市立人権文化センター　　●対象　　市内在住・在勤・在学者の方

人権文化センター講座生募集

講座名 内容 曜日 開催日 開催時間 回数 定員 費用 持物

書道教室 毛　　筆 木 月２･ ３回
（５月 21 日より） 14:00 ～ 16:00 22 15 1,300 円 書道用具・半紙

寄せ植え 初夏の室内用観葉植物 火 ５月 26 日 19:00 ～ 21:00 1 15 1,300 円 花ばさみ

絵手紙 初めての方の絵手紙入門 木 ５月 28 日
６月４日

19:00 ～ 21:00 2 10 300 円 －

トール
ペイント 小さいバスケット 水 ６月３日 19:00 ～ 21:00 1 8 600 円 －

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

☎（955-4556）

訪問介護員（ホームヘルパー）
養成研修（２級課程）
日程　〔日・祝日コース〕
　５月17 日㈰～10 月18 日㈰
　〔平日コース〕
　６月１日㈪～８月３日㈪
費用　各コース 68,000 円 
　     （テキスト・　実習費込）

福祉用具専門相談員指定講習会
（平日コース　全５回）
日程　５月18 日㈪・19 日㈫・
　20 日㈬・21日㈭・22 日㈮
費用　43,500 円（テキスト代込 )
※詳細についてはお電話にて資料
　をご請求ください（無料）
問合せ　四天王寺社会福祉研修センター
　☎ 956-2985

「こども夢プラン推進委員会」の
傍聴者を募集
　次世代育成支援行動計画（後期計
画）を策定する委員会を開催します。
　傍聴を希望する方はお申し出くださ
い。本市の計画はホームページでご
覧いただけます。
日時　５月22日㈮　14:00 ～16:00
会場　市役所 別館３階 会議室
申�込　はがき、またはファクスで、「こ

ども夢プラン推進委員会傍聴申込」
と記載の上、郵便番号、住所、氏名、
電話番号を明記し、〒 583-8585
子育て支援課まで

締切　５月１１日消印まで
定員　４人（申込多数の場合は抽選）
問合せ　子育て支援課　☎ 958-1111
　ＦＡＸ 958-0029

   大阪菊花会主催の菊づくり講習会はどなたでも参加できます。（講習会は無料）

会　場　陵南の森総合センター　　 時　間　13:00 ～

問�合せ　大阪菊花会・花川  ☎ 955-2188・携帯 090-3275-6360 または、みどり公園課まで

大阪菊花会主催の菊づくり講習会
講習日 　　　　　　　  　内　容

第３回 ５月 24 日㈰
 大菊三枝誘引・大鉢定植・だるま作り 
 福助の挿し芽 ほか（講習会終了後　大菊苗の販売）

第４回 ７月12 日㈰
 大菊真夏の管理・柳芽の処置・肥料追い込み・
 蕾の選定・だるま作り・福助作りほか

８月２日㈰　福助苗販売（陵南の森　藤棚の下）

陵南の森生きがい情報センター

　受講生一人に対して一人の講師が専
属で親切丁寧に、ご指導します。

〔ワード基礎から応用コース〕
　（文字入力・文書作成・はがき作成・
　表作成・編集・その他）

〔エクセル基礎から応用コース〕
　（入力・グラフ作成・表計算・関数・
　家計簿作成・文書作成・その他）

〔デジカメコース〕
　（デジタルカメラ写真をパソコンに
　録り込み、簡単な加工をする。）
費�用　全５回10 時間10,000 円テキ     

スト込（ただしデジカメコースは１
回２時間 2,000 円テキスト込）

時間　各コース 　
　①９:30 ～11:30 ② 12:30 ～14:30
　③ 15:00 ～17:00
　（※金曜日は午前のみ）
申込　随時（平日９:30 ～17:00）
会場　陵南の森生きがい情報センター内
　河内飛鳥 UNIC 会　☎ 931-1900

マンツーマン・パソコンセミナー
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｢ 豊かな食とみどり｣について
学ぶ府民教室に参加しませんか
第１回「野菜の保存方法」（無料）
日時　５月 22 日㈮ 13:30 ～15:30
　事前申込みは不要です。どなたで
も参加できます。
場所　大阪府環境農林水産総合研究所
　食とみどり技術センター講堂
問合せ　大阪府環境農林水産総合
　研究所　食の安全研究部　
　☎ 958‐6551

応神陵古墳外部からのヒメボタル観察会
　　　～夜間発光観察～
講師　環境省　環境カウンセラー
　府自然環境保全指導員  福田　裕
日時　５月 28 日㈭・30 日㈯・31日㈰、
　６月1日㈪　20:00 ～
集合場所　羽曳野市役所本館入口
定員　30人　　費用　無料
持物　懐中電灯、長靴（有れば）
　※雨天中止、写真撮影不可です
問合せ　福田  ☎ 090-8144-5037
　または、市役所広報担当　内線 3330

「再検証　古市古墳群」ＰＡＲＴ４
　  第２回　古市古墳群検定
　古市古墳群とその時代全般に関す
ることや百舌鳥・古市古墳群世界文
化遺産に関する問題など、四者択一
問題を中心に100 問出題します。
日時　７月12 日㈰　14:00 開始
場所　市民会館３階
　（近鉄南大阪線古市駅下車徒歩５分）
定員　100人
費用　1,000円 （小・中学生は500円）
主催　フィールドミュージアムトーク史遊会
後援　羽曳野市・羽曳野市教育委員会
協賛　羽曳野市商工会
申�込　住所・氏名・電話番号を明記

の上、はがきまたはＥメールで下記
へお送りください。入金確認後、
受験票をお送りします。

問合せ　〒 583-0872　
　羽曳野市はびきの１丁目 391-25
　フィールドミュージアムトーク　
　史遊会（事務局　細見）
   ☎ 080-5328-1137　
  E-mail  k.hosomi.11373@onyx.
  ocn.ne.jp

平成 21年度　近つ飛鳥博物館春季特別展　　開館 15 周年記念
　「卑弥呼死す、大いに冢 ( ちょう ) をつくる ―前方後円墳の成立―」
　卑弥呼が生きた３世紀は、弥生時代から古墳時代への変革期にあたります。前

方後円墳成立や埋葬儀礼、石室の画一化を通じて各地の首長たちが連合体として

まとまっていく過程を、各地の資料から探ります。

期　　間　６月 28 日㈰まで

会　　場　大阪府立近つ飛鳥博物館　特別展示室

開館時間　10:00 〜17:00（入館は 16:30まで）

休 館 日　毎週月曜日（ただし、５月３日の月曜日は開館します）

費　　用   ○一般 600 円　

　　　　　○ 65 歳以上・高校・大学生 400 円、

　　　　　○中学生以下・障がい者手帳をお持ちの方とその介助者1人は無料

問 合 せ 　大阪府立近つ飛鳥博物館　☎ 0721-93-8321

講演会「桑原征平の体当たり人生」 　ラジオ体操・みんなの体操協議会 主催
　ラジオ体操・みんなの体操協議会では、今世間が沈んでいる時代だからこそ、「命

知らずの異名を持ち、世界 50 カ国を回る貴重な体験を持つ人気アナウンサーの

桑原征平氏」を迎え、協議会公認５周年記念講演を実施します。

　申込・問合せ　
　　往復はがきに、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を各自ご記入の上、　

　　〒 583-0864　羽曳が丘６- ４-13　

　　ラジオ体操・みんなの体操協議会　荒尾宛まで　　☎ 957-3555

第１回「つつじ咲き誇る錦織公園から緑豊かな天野街道を歩く」
日　　時　５月10 日㈰　小雨決行（荒天中止）

受　　付　富田林市役所　正面玄関前（近鉄南大阪線　富田林西口下車）　

　　　　　９:30 ～10:00

コ� ー ス　富田林西口駅～富田林市役所（受付：スタート）～錦織神社～

　　　　  錦織公園（つつじ見学）～陶器山（天野街道）～岩室山観音院～

　　　　  狭山池～さやか公園（ゴール）～南海　大阪狭山市駅　約14 キロ

             ※ゴールでは、日本ウォーキング協会による「ノルディックウォーク体験会」    

　             を実施しています。

参加特典　参加賞有り　　　　　　　

参 加 費　 無料（拝観料等は自己負担）

申　　込　当日直接受付場所へ

問 合 せ　 富田林市　観光協会　　		  ☎ 0721-25-1000

	 　 大阪狭山市　農政商工グループ	 ☎ 072-366-0011

	     近鉄大阪ハイキング係		  ☎ 06-6775-3566

主 　 催　 富田林市観光協会、大阪狭山市、近畿日本鉄道㈱

後　　援　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会

講
師

    

桑
原
征
平
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

期　　日　６月 21日㈰ 13:20 ～15:00

会　　場　ＬＩＣはびきの（３階）  　　　

演　　題　「桑原征平の体当たり人生」

対　　象　中高年（お子様はご遠慮願います）

募集人数　30人（先着順）　参加費無料
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スポーツ

はびきのコロセアム
駐車場料金改定のお知らせ
　４月１日㈬から ､次のとおり駐車料
金を改定しました。

《改定後の駐車料金（普通車）》
　最初の２時間まで無料。２時間を
超える場合、１時間毎に 200 円加算。
※中型・大型車は別料金となります。

《１時間券の割引販売》
　１時間券10 枚組（2,000 円分）を
1,400 円にて、コロセアム１階受付に
て割引販売しています。

《ご注意事項》
　①午後 10 時以降、駐車場はご利用
　　 いただけません。（出庫できません。）
　②１時間券は、精算機に複数枚投
　　入し、精算することができます。
　③精算機には、１万円札・５千円札・
　　２千円札は使用できません。
※事前に、コロセアム１階受付にて両替
　を行っていただきますようお願いします。
はびきのコロセアム　☎ 937-3123

第 28 回羽曳野市長杯ゲートボール大会
日時 ５月 27 日㈬（予備日 28 日㈭）
　８:00 から受付
会場　陵南の森 運動広場
対象　羽曳野市民であること
　チーム編成　１チーム７人以内（男
　女構成比は自由）
申込　５月12 日㈫までにスポーツ振
　興課に所定の用紙を提出。
※５月19 日㈫ 10:00 に市役所別館
　３階で抽選会を行います。

（スポーツ振興課　内線 4412）

市民プールアルバイト募集
　希望者は、履歴書（３カ月以内に
撮影した写真添付）および、身分を
証明出来る物を持参して、市民体育館

（西浦）事務所までお越しください。
対象　18 歳から（高校生を除く）
期間　７月10 日～８月31日
勤務時間　９:00 ～18:00
申込　５月１日～５月 27 日
問合せ　市民体育館（西浦）　
　☎ 958-2340
※７月４日㈯　12:00 ～18:00 のプー
　ル説明会および救急救命講習会等
　の出席が無ければ採用できません。

市施設管理公社主催

平成 21年度　
第１回ヤングシルバー卓球大会
日時　６月17日㈬   受付　９:30 ～
会場　市民体育館（西浦）
部門　60 歳以上の男・女別 個人戦
対象　60 歳以上の男・女（市民大会入
　賞者を除く、市外の方でも参加可能）
定員　男性15人  女性15人  （先着順）
費用　1,000 円（保険料含む）
申込　市民体育館（西浦）ＦＡＸ可
　５月６日㈷～６月10 日㈬
※先着順で定員になりしだい締め切
　ります。
問合せ　市民体育館（西浦）　
　☎ 958-2340

羽曳野市卓球連盟
ランク別リーグ戦の参加者募集
日時　５月17 日㈰　９:00 ～
会場　はびきのコロセアム
種目　男女シングルス
費用　1,500 円
申込　５月５日㈷までに木本へ（先着順）
　ＦＡＸ 953-4639

　第 30 回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・
市中学校体育連盟主催）は、８月 31 日から平成 21 年３月 22 日まで 10
種目に分かれて、はびきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポーツ
公園等で熱戦が繰り広げらました。２月、３月中に行われた競技の入賞者の
皆様を紹介します。（敬称略）

種 目 部 門 性 別 優 勝 準優勝 ３ 位 ３ 位

ソフトテニス
（ダブルス）

中学生

男子
井上　雅也 下野　圭太 大澤　拓 藤田　真仁

田中　暉之 松井　渉 畑川　玲依 吉井　空良

女子
村本　遥香 石田　早弥香 金山　春香 喜舎場　優子

藤本　舞 脇田　雪華 塩野　真奈美 田中　里奈

バレーボール 一般の部 女子 たちばな Ｃｌｕｔｃｈ いえぼん Ｖａｍｐ

サッカー 中学生 男子 誉田中学校 河原城中学校 高鷲中学校 ＊＊＊＊＊

バスケット
ボール

高校・一般
男子 ＥＬ．ＤＲＡＧＯＮ ウルブス Ｏ . Ｏ . Ｕ ＰＯＬＴＥＲ ＧＥＩＳＴ

女子 大黒天 ＴＳＣ Ｖｅｒｍｉｌｉｏｎ オーバンズ

 第３０回 市民総合体育大会

はびきのコロセアム
５月の主な行事予定

日 程 会 場・内 容

３日
（日・祝）

 メイン・サブアリーナ
 大阪高等学校
 バスケットボール選手権大会
 兼インターハイ予選　

４日㈷

 メイン・サブアリーナ
 大阪高等学校
 バスケットボール選手権大会
 兼インターハイ予選

６日
（水・振替休日）

 サブアリーナ
 卓球連盟　ウーマンリー大会

10 日㈰
 メインアリーナ
 母の日ファミリーバレーボール大会

15 日㈮
 サブアリーナ
 全日本学生個人
 ウエイトリフティング選手権大会

16 日㈯
 サブアリーナ
 全日本学生個人
 ウエイトリフティ ング選手権大会

17 日㈰

 メインアリーナ
 卓球連盟　ランク別リーグ戦

 サブアリーナ
 全日本学生個人
 ウエイトリフティング選手権大会

24 日㈰  メインアリーナ
 卓球連盟　関西ラージ個人戦

25 日㈪
 メイン・サブアリーナ
 関西バスケットボールリーグ戦

30 日㈯
 メインアリーナ
 ソフトバレーボール愛好会
 ソフトバレーボール大会

31 日㈰
 メイン・サブアリーナ
 近畿スポンジボールテニス選手権大会
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平成 21年度農とみどりの探検隊　開催要領
～米づくりを体験しよう！農空間で遊ぼう！めざせ『農空間ジュニアマイスター』！！～
　田植えから稲刈りまでの一連の米づくり体験と、農空間でのさまざまな自然体験を
行います。全４回に参加すると、農空間ジュニアマイスターの認定証が授与されます。
開催日　①５月31日㈰　[ 雨天決行 ]　活動概要説明・田植え等　 　

（全４回）　②８月２日㈰　[ 雨天決行 ]　 かかしづくり・キャンドルづくり等
　　　　③ 10 月10 日㈯　[ 予備日:11日㈰ ]　稲刈り等
　　　　④ 11 月７日㈯　[ 予備日:８日㈰ ]　収穫祭・認定式等
　※参加者・保護者を対象にした説明会は第１回活動（５月31日㈰午前９:00 ～）に実施します。
内容　米づくり体験および農空間での自然体験活動
募集対象　南河内地域の小学生　30人（全４回参加可能な方）　
　※すでに農空間ジュニアマイスターの方を除く。
参加費 　2000 円／人　（保険代・材料費等　全４回分）
場所　千早赤阪村下赤阪地区の水田およびその周辺  
　（説明会・各回活動集合解散：千早赤阪村役場）
　※集合場所や時間、持ち物等詳細については、参加決定者に案内を送付します。
応募方法 封書か電子申込み、いずれかの方法で５月14 日㈭必着
　電話での応募は不可。応募者多数の場合は、抽選により参加者を決定します。
　※詳しくは、お問合せください。
問合せ　〒 584-0031　富田林市寿町 2-6-1　南河内府民センタービル内　
　大阪府南河内農と緑の総合事務所　
　農とみどりの探検隊サポーターの会　事務局　☎ 0721-25-1131 ㈹　内線 211

石川プラザ  ☎ 950-2002ＭＯＭＯプラザ  ☎ 957-5553

（財）羽曳野市施設管理公社 講 集募生講 受座

　　講座募集にあたって

○各講座とも申込み開始時間
   の時点で定員を超えた場合
   は抽選となります。

○申込みは本人が直接講座開
   催館にて、申込み願います。
   定員に満たない場合は先着
   で、定員になりしだい締切   
   りとさせていただきます。

○受講料は講座を欠席されて
　も返金できません。

　　

●

●●

パソコンマスター講座（個別講座）
日時　毎月　月･木･土
　① 10:00 ～11:20
　② 11:30 ～12:50
　③ 14:00 ～15:20（土曜は除く）
　④ 19:30 ～ 20:50（木曜のみ）
講師　NPO 法人きんきうぇぶ
コース　ワード、エクセル、その他
　相談に応じます。
費��用　５回 6,000 円のチケット制
　テキスト代　ワード・エクセル各 900 円
　入門の方はテキスト代無料
申込　随時　１階受付カウンター

絵手紙講座
日時　５月 21日・７月 23 日・９月 24 日㈭
　　　10:30 ～12:00
講師　小岡　登美子氏
定員　20人　費用　1,800 円（３回）
持物　細筆・筆洗い・パレット・絵の具
申込日時　５月７日㈭　10:30 

石川寄席
　奇数月第２日曜日開催決定
日時　５月10 日㈰　14:00 ～15:30
出演　桂文華・林家市楼
定員　90人程度
入場料　300 円

● ●

子育てに苦しさを感じている親のための
「MY TREE ペアレンツ・プログラム」
　子どもの心と体にダメージを与えて
いることに悩む親への回復プログラム
です。子どもを深く知り、より受け入
れることで子どもへのかかわり方を考
えます。
日�時　６月12 日～９月 25 日までの

金曜日（８月14 日を除く）と12 月
４日㈮全 16 回　10:00 ～12:30

　※無料保育あり（要予約）
場所　富田林市立人権文化センター
　（富田林市若松町 1-9-12）
費用　無料　　定員　10人
申込・問合せ　富田林市人権協議会   
　☎ 0721-24-3700　ＦＡＸ 0721-25-5952

●

第８回　羽美協会員展（洋画）
日時　５月 23 日㈯～ 26 日㈫
　９:30 ～ 21:00（初日は 10:30 ～
　最終日は 16:00まで）
場所　ＬＩＣはびきの　アトリウム
問合せ　秋月　☎ 090-6751-3440



35−はびきの　2009.5.1−

相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法 律 相 談

７日㈭・12 日㈫・
19 日㈫・26 日㈫

13:30 〜16:30

市役所１階 市民相談室
開催日の前週の金曜日、９:00 ～先着順で予約を受付け
ます。専用電話（072‐957‐4000）
1日あたり定員８人。相談時間は 20 分。
なお、５日㈫は祝日のため、７日㈭に各会場にて同時開
催となります。

７日・21日㈭ 陵南の森総合センター

特 設 人 権 相 談 15 日㈮ 14:00 〜16:00 陵南の森総合センター 予約不要。直接お越しください。

女 性 相 談 27 日㈬ 13:30 〜16:30 市役所１階 市民相談室 ( 電話・面接 )
離婚、介護、子育ての悩み、女性の身体や性に関する悩
みなど。予約は随時受付けます。
☎（958‐1111　内線 1055）。

行 政 相 談 13 日㈬ 13:00 〜15:00 市役所１階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予
約不要。直接お越しください。

消 費 者 相 談
毎週㈪㈮

（㈷は除く）
10:00 〜15:00 レディースセンター

当日の９:30 まで☎（958‐1111　内線 2780）で産業
振興課へ予約してください。（先着４人）

心 配 ご と 相 談
３日・17 日㈰

13:00 〜16:00
市役所別館１階　④番窓口前面談室 予約不要。直接お越しください。民生委員の皆様が、

あらゆるご相談に応じます。
（社会福祉協議会　☎ 958‐2315）10 日・24 日㈰ 社会福祉協議会 西部事務所

障 害 者生 活 相 談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）

９:00 〜17:30 障害者総合支援センターはる
身体または知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関
するご相談。☎（957‐1607）  ＦＡＸ（957‐1604）

８:45 〜17:00 地域支援センターばんびーの
18 歳未満の障害児の方のご相談。
☎（950‐1530）ＦＡＸ（950‐1531）

９:00 〜17:30 支援センターフレンドハウス
精神障害者の方のご相談。
☎（953‐0519）  ＦＡＸ（953‐0567）

障 害 者雇 用相 談 21日㈭ 13:00 ～17:00 市役所別館１階　相談室 ☎ (958‐1111　内線 1150）かＦＡＸ（957‐1238）で
福祉支援課に予約。

育 児 相 談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜17:00 保健センター まず☎（956‐1000）でご相談ください。

教 育 相 談 １日・15 日㈮ 10:00 〜16:00 青少年児童センター 青少年児童センターに☎（952‐0032）でも相談可

育 児・ 子 育 て・
児 童 相 談

毎日
（㈯㈰㈷は除く）

９:00 〜17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

直接（予約不要）。☎（958‐3308）でも相談可

家 庭 児 童 相 談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜17:00 市役所別館 子育て支援課 子育て支援課に☎（958‐1111　内線 1250）で予約し

てください。

母 子 家 庭 相 談 毎週火・金曜日 ９:00 〜17:00 市役所別館 子育て支援課
子育て支援課に☎（958‐1111　内線 1224）で予約し
てください。

教 育 相 談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） 10:00 〜16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まず☎（958‐7867）でご相談ください。

年 金 相 談 25 日㈪
10:00 〜12:00
13:00 〜16:00

支所２階
予約不要。年金手帳など持参してください。保険料の納
付はできません。☎（958‐1111　内線 1720）

総 合 相 談 12 日・19 日㈫ 13:00 ～16:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話ま
たは直接お越しください。開催日以外でも平日随時受付。
☎ 937-0860

若 者 自 立 の
ため の 無 料 相 談

15 日㈮ 14:00 ～17:00 羽曳野市市民会館３階５会議室
まずお電話でご相談ください。

（若者自立塾室生館：☎ 0745‐92‐5566)

介 護 相 談 毎日
（㈯㈰㈷は除く） ９:00 〜17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所）
予約不要。直接お越しください。
☎（958‐2315）でも相談可能。

ボランティア相談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜17:30

市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。
☎（958‐2315）でも相談可能。

総 合 福 祉 相 談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜17:30

市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。
☎（958‐2315）でも相談可能。

社会福祉協議会 西部事務所 まず☎（953‐8067）でご相談ください。

学 習 相 談
   毎日　

（㈷は除く）
９:00 〜17:00 LIC はびきの１階 市民大学

☎（950-5503）、ＦＡＸ（950‐5650)、市民大学ウェブサイ
トでも受付

農 業 相 談 26 日㈫ 13:00 〜16:00 市役所４階 農業委員会事務局 前日までに予約（先着３人）☎（958‐1111 内線 4710）

地 域 就 労 相 談
毎日

（㈯㈰㈷は除く）
９:00 〜17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内）

☎（937‐0860）または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークイン
ターネットサービスによる情報提供もしていますので、ご
利用ください。

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
　　 青 少 年 
相 談 コ ー ナ ー

（16 ～おおむね 25 歳）

毎日
㈯㈰㈷は除く

９:00 ～17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこも
り等）を専門の担当者がお受けします。☎（0721-25-1172）

青 少 年 本 人
専 用 相 談

毎日
㈯㈰㈷は除く

16:00 〜 22:00
青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06‐6946‐0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）
でお受けします。

５月の相談の日程 お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市民のページ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.osaka.jp
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俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していな
い方を優先していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電
話番号も添えてください。

（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当
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に
み
ゆ

横
山　

皓　

母
の
こ
と
少
し
思
ひ
て
歩
く
と
き

　

エ
ゴ
の
若
葉
の
や
は
ら
か
ひ
か
り

相
澤
み
な　

陽
だ
ま
り
の
ぬ
く
も
り
を
持
つ
友
が
逝
く

　

氷
雨
の
降
る
日
ひ
な
の
節
句
に栗

原
辰
枝　

下
呂
の
宿
通
過
列
車
の
音
の
こ
し

　

益
田
川
沿
ひ
露
天
に
て
聞
く和

島
寿
美　

母
の
誕
生
日
兄
か
ら
の
絵
手
紙
が

　

笑
み
る
二
人
の
遺
影
の
そ
ば
に若

本
伊
都
子

練
習
で
ウ
デ
腰
痛
み
は
通
り
過
ぎ

　

へ
た
の
横
ず
き
熟
年
テ
ニ
ス

木
戸　

勝　

納
骨
や
空
の
蒼
さ
に
初
音
か
な

野
村
美
恵
子

さ
よ
う
な
ら
と
握
手
を
軽
く
春
の
門

森
田　

望　

金
目
ダ
イ
干
さ
れ
初
島
日
脚
伸
ぶ竹

内
昌
江　

弁
当
へ
桜
の
花
び
ら
落
ち
に
け
り

福
本
菜
津
子

春
野
菜
鳥
つ
い
ば
み
て
茎
の
み
に

立
元
千
代
子

店
映
ゆ
る
花
売
娘
春
の
い
ろ

河
野
弥
寿
彦

ウ
グ
イ
ス
の
初
音
を
聞
き
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浅
田
真
由
美

梅
ケ
香
や
ビ
ル
の
谷
間
の
浜
離
宮池

内
日
出
子

下
萌
に
閉
じ
て
名
持
た
ぬ
無
住
寺竹

内
と
し
こ

千
の
風
万
の
桜
を
散
ら
し
を
る

野
口
志
津　

車
椅
子
母
の
散
歩
や
飛
花
の
土
手田

中
さ
え　

新
し
い
門
出
を
祝
ふ
桜
か
な

道
簱
豊
子　

市民の皆さんの趣味の欄です

ちぎり絵教室参加者募集
日時　第３金曜日　10:00 ～
会場　ＬＩＣはびきの
費用　教材費800円～（会費1,500円）
内容　和紙をちぎって、美しい絵を作ります。
申込　随時　古川 ☎ 06-6628-0305

スクエア・ダンス１日体験教室（無料）
日　時　５月16 日・30 日㈯
　　　　①健康リズミックウォークコース　13:30 ～14:50
　　　　②英語ジュニアコース　15:10 ～16:00
定　員　①男女各10人　
　　　　②小学４～６年生の男女各５人（成人のご家族との参
　　　　加でお願いします）
　　　　※無料１日体験教室は随時開催予定
場　所　羽曳野市民会館
申込・問合せ　前日までに橋本まで　☎・ＦＡＸ 958-4840

ふるさと夢プラン　にんにく収穫の日
日時　５月31日㈰　９:00 集合
集合　近鉄南大阪線上ノ太子駅南側
場所　羽曳野市 飛鳥
問合せ　植田　☎・ＦＡＸ 938-1785
　携帯 090-1483-7946

モラロジー生涯学習セミナー
日　時　５月 23 日㈯・24 日㈰　　　
　　　　19:00 ～ 21:20
会　場　ＬＩＣはびきの　音楽実習室
テーマ　「心がつくる人生」
費　用　2,000 円　（テキスト代）

主　催　財産法人モラロジー研究所
後�　援　文部科学省、大阪府、大阪府教育委員会、
　　　　羽曳野市、藤井寺市、松原市各教育委員会
申込・問合せ　南河内モラロジー事務所　☎ 072-330-2345

ふ る さと 納 税

三ツ石　浩幸 様　　藤田　忠 　様
藤田　博誠 様　　田仲　義己 様  
北村　修一 様　　北橋　数弘 様
藤原　和敏 様　　高崎　政勝 様
麻野　佳秀 様　　米田　好清 様
的場　芳治 様　　真銅　孝次 様
東野　恭知 様　　吉田　裕彦 様
妻谷　彰彦 様　　木村　守男 様
酒井　豊　 様　　桜井　功康 様
友井　保行 様　　安部　孝人 様
鎌田　孝司 様　　萩原　宣志 様

ありがとうございます。

（金額は非公表）
使い道、累計などについては市ウェブサイト
をご覧ください。
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１　 　　3月定例会
       　　議案審議
２～６ 　各会派代表質疑
　　　　編集委員会より
            お詫びと訂正
　　　　

平
成
21
年
第
1
回
定
例
会
報
告

　

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

　
　

各
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

○
条
例
制
定
及
び
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

羽
曳
野
市
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
羽
曳
野
市
介

護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定
な

ど
14
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
20
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
6
号
が
上
程
さ
れ
、
総
額

3
8
5
億
7
1
9
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
、
と
畜
場
、
公
共
下
水

道
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷

事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
補
正
予
算
と
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
当
初
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、総
額
3
4
7
億
4
3
4
8
万
１
千

円
、
前
年
度
比
3.3
%
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
併
せ
ま
す
と
、
総

額
6
9
8
億
8
5
2
2
万
６
千
円
、
前
年
度
比
3.0
%

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○
報
告
・
議
案
・
議
員
提
案
・
意
見
書
等
の
詳
細
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

議
案
審
議

3
月
定
例
会

　

平
成
21
年
第
1
回
定
例
会
は
、
2
月
24
日
か
ら

3
月
26
日
ま
で
31
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
施
政
方
針
に
対
す
る
5
会
派

の
代
表
質
疑
、
条
例
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成

20
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
及

び
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
予
算
な

ど
43
件
の
議
案
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
増
を
求

め
る
請
願
1
件
、
そ
し
て
諮
問
1
件
、
議
員
提
出

議
案
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち

15
議
案
1
請
願
を
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
議

し
ま
し
た
。
今
回
は
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
代
表
質
疑
を
中

心
に
報
告
し
ま
す
。

古市古墳群を世界遺産に！

安閑陵古墳

1
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松
村
　
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

１
．
財
政
健
全

化
計
画
に
つ
い

て●
質
疑
①
現
在

の
財
政
状
況
に

つ
い
て

②
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

●
市
長　

市
税
収
入
の
落
ち
込
み
、
生
活
保

護
費
の
増
加
等
、景
気
悪
化
の
影
響
が
あ
る
。

１
０
０
%
を
超
え
る
経
常
収
支
比
率
、
財
政

健
全
化
法
へ
の
対
応
に
重
点
を
置
く
。

●
要
望　

健
全
な
財
政
運
営
に
今
後
も
取
り

組
む
よ
う
要
望
。

２
．「
安
全
・
安
心
・
快
適
で
住
み
や
す
い

ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　

リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
を
設
置
す
る
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

●
市
長　

ゴ
ミ
の
分
別
化
を
細
分
化
し
、
施

設
は
22
年
度
以
降
に
建
設
し
た
い
。

●
要
望　

C
O
2
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

削
減
、
物
を
大
切
に
使
う
意
識
が
も
て
る
よ

う
な
拠
点
づ
く
り
を
要
望
。

●
質
疑　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
想
に
つ
い
て

●
市
長　

古
市
駅
周
辺
を
重
点
整
備
地
区
と

し
、
役
所
、
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
す
る
。

●
要
望　

古
市
駅
を
初
め
、
市
内
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
望
。

●
質
疑　

恵
我
ノ
荘
駅
前
整
備
と
府
道
郡
戸

大
堀
線
の
整
備
と
今
年
度
、
今
後
の
計
画
に

つ
い
て

●
市
長　

恵
我
之
荘
市
場
の
跡
地
利
用
は
バ

ス
停
か
ら
駅
ま
で
歩
行
空
間
と
し
て
整
備
予

定
。
郡
戸
大
堀
線
は
、
堺
羽
曳
野
線
か
ら
東

大
塚
美
陵
線
ま
で
、
一
部
を
除
い
て
歩
道
整

備
完
了
、
残
る
部
分
も
事
業
展
開
図
れ
る
よ

う
努
め
る
。
東
大
塚
美
陵
線
か
ら
恵
我
ノ
荘

駅
区
間
は
、
府
に
対
し
交
通
安
全
対
策
事
業

の
推
進
を
要
望
。

●
要
望　

近
隣
と
の
調
整
を
含
め
、
安
全
で

快
適
な
駅
前
整
備
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
。

●
質
疑　

府
営
古
市
住
宅
の
建
て
か
え
計
画

に
つ
い
て

●
市
長　

必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
。
古
市
住

宅
か
ら
南
阪
奈
道
路
側
道
区
間
、
道
路
両
側

に
歩
道
を
設
置
し
た
有
効
幅
員
12
ｍ
の
道
路

整
備
。
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
着
手
、
測
量

調
査
に
入
る
。
住
宅
建
て
か
え
は
、
基
本
設

計
実
施
設
計
を
行
い
工
事
着
手
予
定
。

●
要
望　

浸
水
対
策
や
保
育
園
の
問
題
な
ど

今
後
も
計
画
的
に
、
取
り
組
み
を
要
望
。

３
．「
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
や
さ

し
い
ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
む
け
た
取

り
組
み
経
過
状
況
は
。

●
市
長　

訪
問
指
導
、
家
庭
で
運
動
す
る
た

め
の
教
室
や
食
生
活
の
改
善
の
教
室
を
多
数

開
催
。
糖
尿
病
予
防
教
室
を
府
立
大
学
の
協

力
を
得
て
実
施
。
20
年
度
か
ら
保
険
事
業
と

し
て
同
様
の
教
室
を
開
催
。
21
年
度
は
、
健

康
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
設
予
定
。
今
後

教
室
で
の
経
験
を
地
域
で
輪
を
広
げ
、
大
学

と
協
働
事
業
と
し
て
取
り
組
む
。

●
要
望　

協
働
事
業
と
し
て
広
め
、
健
康
保

険
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
。

●
質
疑　

松
原
市
民
病
院
が
閉
鎖
に
な
り
、

広
域
救
急
医
療
体
制
へ
の
影
響
は
。

●
市
長　

医
療
水
準
の
維
持
、
充
実
を
図
る

た
め
、
南
河
内
全
体
で
広
域
連
携
を
一
層
深

め
な
く
て
は
。
休
日
急
病
診
療
所
の
効
率
的

運
営
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
要
望　

安
心
し
て
救
急
医
療
が
受
け
れ
る

よ
う
な
対
応
を
強
く
要
望
。

４
．「
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
」

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　

府
内
の
複
数
の
大
学
と
連
携
協
力

す
る
構
想
が
あ
る
の
か
。
今
後
の
計
画
は
。

●
市
長　

学
生
を
学
校
、
園
に
派
遣
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
、
教
員
免
許

更
新
制
度
等
の
導
入
な
ど
連
携
協
力
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
幼
稚
園
も
参
画
を
す
る
。

●
要
望　

専
門
分
野
を
生
か
し
た
連
携
、
取

り
組
み
を
要
望
。

●
質
疑　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
自
由
校

区
制
に
つ
い
て

●
市
長　

本
年
度
は
、
高
鷲
、
埴
生
小
学
校

で
食
育
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
生
徒
数
が
減

少
し
、
学
校
・
園
規
模
の
適
正
化
を
検
討
。

小
中
一
貫
校
、
自
由
校
区
制
の
導
入
を
含
め

積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

●
要
望　

学
力
向
上
道
徳
心
を
育
て
る
教

育
、
個
性
を
生
か
せ
る
教
育
づ
く
り
、
生
き

て
い
く
力
が
し
っ
か
り
身
に
つ
く
教
育
を
今

後
も
検
討
し
な
が
ら
対
策
を
進
め
る
よ
う
要

望
。

●
質
疑　

ま
な
び
舎
K
i
d
s
、
ま
な
び
舎

Y
o
u
t
h
事
業
の
今
後
の
計
画
は

●
市
長　

小
学
校
２
校
で
K
i
d
s
事
業
、

中
学
校
２
校
で
Y
o
u
t
h
事
業
に
取
り
組

む
予
定
。

●
質
疑　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
市
長　

み
ん
な
の
広
場
、
年
齢
別
親
子
教

室
、
子
育
て
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
結

成
支
援
の
他
、
地
域
の
校
区
福
祉
委
員
、
民

生
委
員
を
中
心
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
実
施
。

●
要
望　

利
用
し
や
す
く
、
安
心
で
き
る
情

報
の
発
信
地
、
交
換
地
、
相
談
場
所
や
仲
間

づ
く
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
利
用
で
き
る
拠
点
づ
く
り
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
要

望
。

５
．「
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
拓
く
活
力
あ

る
ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
記
載

が
評
価
さ
れ
、
準
備
室
を
設
置
す
る
と
あ
る

が
取
り
組
み
の
計
画
は
。

●
市
長　

仮
称
世
界
遺
産
登
録
準
備
室
を
設

置
す
る
。
府
・
関
係
市
等
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
歴
史
遺
産
と
共
存
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
な
ど
、
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

●
要
望　

ま
ち
全
体
が
湧
き
上
が
り
市
民
の

皆
さ
ん
も
参
画
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
む
け

て
、
準
備
室
の
取
り
組
み
を
要
望
。

●
質
疑　

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別

手
当
に
つ
い
て

●
市
長　

４
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
を
郵
送

で
き
る
見
込
み
。
世
帯
主
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
支
給
決
定
の
手
続
き
を
経
て
、
順
次
口

座
に
振
り
込
む
。
振
り
込
み
開
始
は
、
４
月

中
旬
。
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

に
申
請
窓
口
を
設
置
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

●
要
望　

市
内
で
消
費
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
や
啓
発
が
で
き
れ
ば
。
個
人
情
報
や
支
給

漏
れ
が
な
い
よ
う
準
備
に
か
か
る
よ
う
要

望
。

●
質
疑　

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ー
ア
ム
構
想
「
特

別
展
」
の
開
催
に
つ
い
て

●
市
長　

こ
の
特
別
展
を
活
用
し
、
藤
井
寺

市
と
共
同
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
開
催
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、

古
市
古
墳
群
の
P
R
活
動
に
取
り
組
む
。
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
藤
井
寺
市
と
事
業
費
を

あ
わ
せ
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
り

た
い
。

●
要
望　

歴
史
遺
産
、
水
、
緑
の
魅
力
を
十

分
発
揮
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
要

望
。

６
．「
信
頼
に
基
づ
く
市
民
と
と
も
に
つ
く

る
ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　

市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー
の
開
設

に
つ
い
て

●
市
長　

リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
と
あ
わ
せ
て

早
期
に
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
い
。

●
要
望　

長
期
的
な
計
画
に
向
け
て
検
討
す

る
よ
う
要
望
。
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嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）施

政
方
針
は
生

活
実
態
を
把
握

し
て

●
質
疑　

施
政

方
針
を
立
て
る

時
の
基
本
は
、

社
会
経
済
情
勢
を
ど
う
と
ら
え
、
住
民
の
生

活
実
態
を
把
握
し
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
も
と
に
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
施
政
方
針
を
見
れ
ば
社
会
経

済
情
勢
の
と
ら
え
か
た
が
傍
観
者
的
で
は
な

い
か
。今
の
社
会
経
済
情
勢
を
ど
う
と
ら
え
、

住
民
の
生
活
実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
、
ま
た
そ
の
原
因
に
つ
い
て
質
問
。

●
市
長　

昨
年
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
破
綻
を
契
機
と
し
て
、

金
融
市
場
が
大
混
乱
に
陥
り
、
世
界
的
な
不

況
に
襲
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
中
小
企
業
は
も

と
よ
り
、
大
企
業
で
も
業
績
が
悪
化
し
、
大

規
模
な
リ
ス
ト
ラ
計
画
が
表
面
化
し
、
派
遣

切
り
が
広
が
り
、
雇
用
へ
の
深
刻
な
影
響
が

出
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
社
会
経
済
情

勢
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
本
市
の
行

財
政
運
営
で
も
税
収
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

厳
し
い
か
じ
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
質
疑　

住
民
生
活
の
実
態
を
分
析
す
る
た

め
の
資
料
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
そ
れ
を
見

れ
ば
生
活
実
態
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
時
に
羽
曳
野
市
は
住

民
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
べ

き
か
を
考
え
、
方
針
を
立
て
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
と
い
う
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

施
政
方
針
は
、
市
民
の
実
態
を
と

ら
ま
え
、
そ
し
て
、
職
員
の
声
を
ま
と
め
て

い
る
。
市
民
が
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
か

を
つ
か
ん
で
、
議
会
や
委
員
会
で
議
員
の
意

見
を
聞
き
、
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む
街
づ
く
り

の
実
現
は
、
福
祉
の
増
進
、
教
育
の
充
実
、

生
活
の
安
定
な
く
し
て
で
き
な
い
。
生
活
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
に
真
剣
に
向
き
合

い
、そ
こ
を
基
本
に
し
た
施
策
展
開
を
要
望
。

生
活
保
護
の
活
用
は
自
治
体
の
役
割

●
質
疑　

昨
年
末
、
派
遣
村
で
の
生
活
保
護

活
用
は
、
住
所
が
な
く
て
も
生
活
保
護
が
利

用
で
き
る
こ
と
、
保
護
費
で
ア
パ
ー
ト
、
家

財
道
具
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
即
日
で
も
保

護
決
定
が
で
き
る
こ
と
な
ど
法
律
本
来
の
姿

が
し
め
さ
れ
、
自
治
体
の
役
割
に
示
唆
を
あ

た
え
て
い
る
。
こ
の
生
活
保
護
法
に
沿
っ
て

対
応
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
羽
曳
野
市
は
、

相
談
・
申
請
時
の
対
応
は
ど
う
か
。

●
市
長　

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て
は
、
生

活
保
護
法
に
基
づ
き
事
務
の
執
行
を
図
っ
て

い
る
。
住
所
が
な
い
、
家
財
道
具
が
な
い
な

ど
の
点
に
つ
い
て
も
適
正
に
運
用
し
て
い

る
。

●
質
疑　

法
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
る
研
修
を

繰
り
返
し
行
い
、
職
員
へ
の
徹
底
を
図
る
べ

き
だ
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
質
問
。

●
市
長　

生
活
保
護
に
お
け
る
窓
口
対
応

は
、
２
人
１
組
に
な
っ
て
、
相
談
体
制
を
組

ん
で
い
る
。
日
々
実
行
す
る
職
員
は
、
し
っ

か
り
と
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

生
活
保
護
は
、
生
き
て
い
く
た
め

の
最
後
の
砦
で
あ
る
。
窓
口
の
対
応
は
非
常

に
大
事
で
あ
る
。
生
活
保
護
の
し
お
り
や
申

請
書
は
そ
の
場
で
手
渡
せ
る
対
応
を
要
望
。

市
財
政
の
現
状
は

●
質
疑　

羽
曳
野
市
の
財
政
は
、
赤
字
体
質

か
ら
脱
却
し
た
と
は
言
え
ず
、
厳
し
い
行
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
２
年
連
続
の
黒
字
決
算
、
健
全
化
判
断

比
率
も
健
全
化
の
範
囲
内
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
状
で
は
す
ぐ
に
財
政
破
綻
を
招

く
状
態
で
は
な
い
の
で
は
と
質
問
。

　

ま
た
、
財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、

福
祉
の
増
進
、
教
育
の
充
実
と
い
っ
た
自
治

体
の
責
務
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長　

世
界
的
不
況
の
影
響
を
受
け
、
法

人
市
民
税
な
ど
の
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
、

黒
字
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
安
心
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。
し
か
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
や
る
べ
き
必
要
な
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
上
で
、
収
入
の
中
で
最
大
の
効
果
が
あ

ら
わ
れ
る
施
策
を
遂
行
す
る
予
算
編
成
を
行

っ
て
い
る
。

●
意
見　

財
政
が
大
変
な
中
で
市
民
生
活
を

ど
う
守
っ
て
、
市
民
の
た
め
の
施
策
を
ふ
や

す
か
、
あ
る
い
は
充
実
さ
せ
て
い
く
か
が
自

治
体
の
財
政
問
題
の
基
本
で
あ
る
。

雇
用
の
充
実
に
向
け
て

●
質
疑　

派
遣
労
働
者
の
雇
用
期
限
が
切
れ

る
た
め
、
年
度
末
に
は
、
全
国
で
40
万
人
を

超
え
る
解
雇
者
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

交
付
金
や
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
が
打
ち
出

さ
れ
た
が
そ
の
、
交
付
金
額
と
事
業
概
要
に

つ
い
て
質
問
。

●
市
長　

２
つ
の
事
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

４
３
５
９
万
円
、
４
３
９
７
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
雇
用
機
会

の
創
出
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　

国
が
交
付
金
を
出
し
た
わ
け
だ
か

ら
恒
常
的
な
事
業
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め

に
、
事
業
の
定
着
と
労
働
者
の
常
用
雇
用
、

正
規
雇
用
に
つ
な
げ
て
い
く
事
業
を
起
こ
し

て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

高
裁
判
決
の
実
行
を

●
質
疑　

財
産
区
財
産
を
め
ぐ
る
裁
判
は
高

裁
で
判
決
が
下
さ
れ
た
。
判
決
内
容
は
前
市

長
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
一
審
判
決
を

踏
襲
し
、
新
た
に
水
路
部
分
の
賃
料
相
当
金

を
上
積
み
し
、
北
川
市
長
が
約
５
９
０
０
万

円
の
損
害
賠
償
の
請
求
を
関
係
者
に
対
し

行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に

基
づ
き
、
た
だ
ち
に
行
動
す
べ
き
だ
が
そ

の
考
え
に
つ
い
て
質
問
。

　

ま
た
、
１
０
０
０
坪
の
公
有
地
の
賃
貸

借
契
約
が
終
了
す
る
が
、
10
年
に
及
ぶ
年

間
12
万
円
の
過
去
の
格
安
賃
料
の
是
正
を

図
る
た
め
、
速
や
か
に
折
衝
を
進
め
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

●
市
長　

現
段
階
で
は
、
裁
判
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
は
控
え
た
い
。
過
去
の
問
題
は

裁
判
で
整
理
さ
れ
る
の
で
、
今
後
財
産
管

理
を
地
元
財
産
区
と
協
議
を
し
な
が
ら
適

法
に
行
っ
て
い
く
。

●
質
疑　

２
審
判
決
が
出
た
の
を
契
機
に

判
決
内
容
に
従
っ
て
行
動
を
お
こ
す
こ
と
。

ま
た
賃
貸
借
契
約
は
府
の
許
可
も
得
て
い

な
い
不
当
な
契
約
で
あ
る
。
放
置
す
る
こ

と
な
く
直
ち
に
契
約
を
や
り
直
す
行
動
を

と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
市
長　

財
産
の
管
理
と
い
う
も
の
を
地

元
の
財
産
区
と
協
議
し
な
が
ら
、
法
令
を

遵
守
し
て
、
し
っ
か
り
取
り
扱
っ
て
い
く
。

●
意
見　

こ
の
裁
判
は
何
を
問
う
裁
判
か
。

市
政
の
あ
り
方
を
問
う
裁
判
で
あ
る
。
市

政
は
、
一
部
の
人
た
ち
の
利
益
を
守
る
市

政
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
市
民
全
体
に

公
平
な
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
、
ま
さ

に
市
政
運
営
の
根
幹
を
問
う
裁
判
で
あ
る
。

裁
判
の
結
果
を
地
元
と
協
議
し
、
適
正
に

処
理
し
て
い
く
の
は
当
然
だ
が
、
政
治
の

根
本
を
問
う
て
い
る
裁
判
だ
か
ら
、
羽
曳

野
市
政
が
ど
の
よ
う
な
市
政
を
つ
く
っ
て

い
く
の
か
を
肝
に
銘
じ
て
対
処
を
す
べ
き
。

3



市議会だより

−市議会だより　2009.5.1−40

乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

　

昨
年
７
月
市

民
の
信
託
を
得

て
、
北
川
市
政

の
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
大
切

な
年
で
あ
り
、
飛
躍
の
２
期
目
と
し
て
捉
え
、

基
本
計
画
の
５
つ
の
柱
に
沿
っ
て
質
問
す

る
。

第
１
「
安
心
・
安
全
、
快
適
で
住
み
や
す
い

ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進

①
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
抑
制
に
つ
い
て

●
質
疑　

建
物
を
緑
陰
で
覆
う
と
周
辺
の
温

度
は
２
、３
度
下
が
る
。
緑
陰
を
つ
く
る
と

い
っ
た
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

●
市
長　

羽
曳
が
丘
小
学
校
、
西
浦
東
小
学

校
で
は
西
洋
朝
顔
や
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
、
校
舎

の
壁
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
っ
て
い
る
。
二

酸
化
炭
素
の
削
減
と
教
室
の
温
度
を
下
げ
る

効
果
が
あ
る
。
地
道
な
環
境
施
策
を
学
校
現

場
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

②
古
市
駅
東
側
駐
輪
場
跡
地
整
備
に
つ
い
て

●
質
疑　

再
開
発
の
中
で
ど
う
い
う
位
置
づ

け
で
整
備
さ
れ
る
の
か
。
地
元
で
の
検
討
委

員
会
の
設
置
は
。

●
市
長　

東
側
の
駐
輪
場
跡
地
の
整
備
と
西

側
の
駐
車
場
を
つ
な
ぐ
、
古
市
駅
は
東
側
と

西
側
と
一
体
に
な
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
、

古
市
駅
に
降
り
立
っ
て
み
よ
う
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

③
古
市
府
営
住
宅
建
て
か
え
に
つ
い
て

●
質
疑　

住
宅
の
建
て
か
え
に
は
南
阪
奈
道

路
側
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

周
辺
道
路
を
含
ん
で
の
再
開
発
が
必
要
で

は
。

●
市
長　

早
期
に
事
業
化
を
要
望
。
住
宅
だ

け
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
は
な
い
と
い
う
位
置

づ
け
で
府
と
協
議
し
、
提
案
を
し
て
い
る
。

④
中
区
配
水
池
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

●
質
疑　

飲
料
水
の
応
急
給
水
拠
点
の
必
要

性
と
跡
地
に
対
す
る
考
え
は
。

●
市
長　

地
下
に
水
道
管
等
の
埋
設
物
が
あ

り
、
そ
こ
は
緊
急
時
の
応
急
給
水
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
予
定
。
残
地
は
あ
ら
ゆ
る
土
地

利
用
を
検
討
す
る
。

第
２
「
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
や
さ

し
い
ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進

①
小
児
救
急
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

●
質
疑　

松
原
市
、
藤
井
寺
市
と
共
に
小
児

急
病
診
療
事
業
を
開
始
し
た
の
で
、
市
民
は

大
変
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
本
筋
は
小
児

救
急
体
制
の
確
立
だ
。
小
児
救
急
体
制
の
確

立
ま
で
の
方
程
式
は
。

●
市
長　

少
な
く
と
も
三
市
、
あ
る
い
は
南

河
内
な
ど
の
広
域
の
体
制
の
中
で
、
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
い
き
た
い
。

②
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

●
質
疑　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
施
設

は
厚
生
労
働
省
の
基
準
が
甘
く
、
市
と
し
て

独
自
の
助
成
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
周
辺
住

民
と
の
調
整
等
に
つ
い
て
事
業
者
へ
の
指
導

は
。

●
市
長　

現
在
の
制
度
を
活
用
し
て
、
十
分

に
事
業
参
入
し
適
切
な
運
営
を
行
う
こ
と
が

可
能
で
、
市
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。
国
の
設
備
基
準
を
踏
ま
え
て
、
市
と
し

て
も
一
定
の
基
準
を
設
け
て
事
業
者
を
指
導

す
る
。
ま
た
、
地
元
近
隣
と
の
調
整
に
つ
い

て
は
事
業
者
へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
。

●
要
望　

厚
生
労
働
省
の
基
準
は
甘
く
、
良

い
施
設
を
作
る
に
は
羽
曳
野
市
独
自
の
助
成

が
必
要
で
あ
り
、
強
く
要
望
す
る
。

第
３
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
」

づ
く
り
の
推
進

①
妊
婦
健
診
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

●
質
疑　

妊
婦
健
診
の
公
費
助
成
を
14
回
分

と
し
、
里
帰
り
出
産
も
Ｏ
Ｋ
で
、
市
民
は
喜

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
産
科
医
の
現
状
を
見

る
と
、
出
産
可
能
な
産
婦
人
科
は
府
立
呼
吸

器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
あ

る
。
４
人
の
先
生
が
お
ら
れ
、
な
か
な
か
の

評
判
で
喜
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
当
医
療
セ

ン
タ
ー
は
専
門
外
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
方

針
は
。

●
市
長　

２
期
目
の
公
約
の
重
点
事
業
の
一

つ
で
、
医
療
機
関
と
の
連
携
も
不
可
欠
で
あ

り
、
特
に
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。

②
学
校
を
初
め
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
推

進
に
つ
い
て

●
質
疑　

耐
震
化
の
推
進
の
た
め
、
送
迎
バ

ス
な
ど
を
使
い
、
統
廃
合
を
可
能
に
し
、
校

区
の
見
直
し
な
ど
を
図
り
、
施
設
そ
の
も
の

の
数
を
減
ら
す
な
ど
の
考
え
は
。

●
市
長　

統
廃
合
を
行
う
と
な
る
と
、
そ
の

施
設
そ
の
も
の
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
送
迎
バ
ス
な
ど
は
、
単
に
交
通
手
段

だ
け
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
、
児
童
の
安
全

に
つ
な
が
る
施
策
で
も
あ
り
、
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

第
４
「
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
拓
く
活
力
あ

る
ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進

①
南
河
内
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
北
地
区
に
つ
い
て

●
質
疑　

府
・
住
宅
供
給
公
社
・
市
の
３
社

合
意
で
始
ま
っ
た
事
業
は
、
事
業
コ
ン
ペ
が

不
調
に
終
わ
っ
た
が
、
再
度
実
施
す
る
と
の

こ
と
で
、
ま
た
同
じ
結
果
が
予
測
さ
れ
る
。

責
任
の
所
在
は
。

●
市
長　

市
は
取
り
ま
と
め
し
た
責
任
上
、

積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い

し
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
事
項
（
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
親
水
広
場
）
は
納
期
通
り

に
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

②
史
跡
峯
ヶ
塚
古
墳
整
備
方
針
の
策
定
に
つ

い
て

●
質
疑　

整
備
方
針
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
市
長　

峰
塚
古
墳
整
備
検
討
委
員
会
で
以

前
策
定
し
た
保
存
整
備
計
画
を
見
直
し
、
視

覚
的
に
古
墳
が
体
感
で
き
、
ま
た
歴
史
学
習

の
場
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

③
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

●
質
疑　

羽
曳
野
市
民
が
世
界
遺
産
へ
の
登

録
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
自
覚
で
き
る
か
が

大
事
だ
。
古
市
駅
に
降
り
て
、
な
る
ほ
ど
世

界
遺
産
を
目
指
す
ま
ち
だ
と
い
う
印
象
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
そ

の
結
果
、
世
界
遺
産
に
登
録
で
き
た
と
い
う

の
が
理
想
だ
が
、
お
考
え
は
。

●
市
長　

乙
宗
議
員
と
同
じ
考
え
で
、
古
市

古
墳
群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い
。
そ
こ
に
至
る
過
程
が
大
事

で
、
そ
の
中
で
、
豊
か
な
歴
史
遺
産
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
視
点
で
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

第
５
「
信
頼
に
基
づ
く
市
民
と
と
も
に
つ
く

る
ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進

①
人
材
育
成
に
つ
い
て

●
質
疑　

飛
躍
の
２
期
目
を
演
出
す
る
の
は

政
策
推
進
室
で
は
な
い
か
。
今
後
の
考
え
は
。

●
市
長　

そ
の
通
り
だ
。
政
策
に
た
け
た
職

員
に
つ
い
て
、
適
性
に
応
じ
て
人
材
を
生
か

し
て
い
き
た
い
。
私
と
一
緒
に
や
っ
て
く
れ

る
職
員
が
政
策
推
進
室
に
お
る
と
い
う
こ
と

で
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

●
質
疑　

行
政
経
費
の
削
減
の
た
め
に
指
定

管
理
者
制
度
を
採
用
し
た
。
公
募
が
原
則
だ

と
思
う
が
、
現
在
非
公
募
で
外
郭
団
体
が
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

●
市
長　

外
郭
団
体
が
独
り
立
ち
で
き
る
よ

う
、
今
年
１
年
職
員
を
派
遣
し
指
導
す
る
。
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平
成
21
年

度
施
政
方
針

に
大
き
な
観

点
か
ら
羽
曳

野
市
の
将
来

像
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

●
質
疑　

平
成
21
年
度
の
予
算
や
財
政
健
全

化
計
画
な
ど
か
ら
、
歳
入
の
低
下
、
社
会
保

障
費
な
ど
の
歳
出
の
増
加
に
よ
り
、
厳
し
い

行
政
運
営
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
機
関
の
多

重
化
の
問
題
、
民
間
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
な
ど
、
各
々
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
効
率
の
よ
い
行
政
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
広
域
的
な
行
政
に
つ

い
て
、
中
期
的
、
長
期
的
な
市
長
の
将
来
の

羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
市
長　

大
阪
府
に
お
い
て
も
地
方
分
権
改

革
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
、
現
在
大
阪
府
市
町

村
分
権
協
議
会
に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
権
限
移
譲
の
推
進
に
向
け
、

新
た
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
少
子
高
齢

化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
、

各
々
の
市
町
村
が
持
っ
て
い
る
ス
ト
ッ
ク
の

有
効
活
用
を
図
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
政
運
営
を
考
え
て
い
る
。
今
後
、
市
域
を

越
え
る
行
政
需
要
や
共
通
課
題
に
つ
い
て
、

地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
。
ま
た
、
よ
り
一
層
の
広

域
行
政
、
広
域
連
携
の
推
進
に
力
を
注
ぐ
。

●
要
望　

地
方
分
権
一
括
法
の
推
進
と
い
う

状
況
の
中
で
、
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
地

方
行
政
の
構
築
は
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。
国

へ
の
依
存
行
政
か
ら
、
自
立
し
た
地
方
行
政

の
推
進
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
行
政
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、
市
民
に
一
番
密
接
に
関

係
し
て
い
る
市
町
村
が
基
礎
自
治
体
と
し
て

一
定
の
行
政
分
野
の
権
限
を
包
括
的
に
担
い
、

地
域
性
を
生
か
し
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域

住
民
と
の
協
働
な
ど
地
域
リ
ー
ダ
ー
要
素
を

持
っ
た
行
政
運
営
を
強
く
要
望
す
る
。

●
質
疑　

平
成
19
年
度
の
経
常
収
支
比
率
が

1
0
0
.
6
％
で
あ
る
が
、
1
0
0
％
を
切

る
方
策
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
陵
南
の
森
な

ど
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
も
含
め

た
具
体
的
な
考
え
は
。

●
市
長　

事
業
に
つ
い
て
は
選
択
と
集
中
に

よ
り
乗
り
切
り
た
い
。
今
一
番
、
行
政
と
し

て
の
市
民
に
対
し
て
の
責
務
は
、
何
を
置
い

て
も
実
行
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
今
ま

で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
効
率
よ
く
仕
事
を

進
め
て
い
く
。
い
た
ず
ら
に
職
員
の
人
件
費

を
下
げ
る
こ
と
な
く
、
無
理
、
無
駄
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
、

き
め
細
や
か
に
実
行
し
て
い
く
。
特
に
職
員

の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
手
段
で
あ

る
と
考
え
る
。
外
郭
団
体
に
つ
い
て
は
、
単

に
施
設
の
運
営
だ
け
を
任
せ
る
こ
と
は
、
し

た
く
は
な
い
。
外
郭
団
体
の
職
員
も
当
市
の

職
員
も
同
じ
で
あ
る
が
、
外
郭
団
体
に
つ
い

て
は
も
っ
と
強
く
弾
力
性
の
あ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。

●
要
望　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
今

後
民
間
で
可
能
な
施
設
を
再
度
検
討
し
、
小

さ
な
行
政
、
ス
リ
ム
な
行
政
を
期
待
す
る
。

●
質
疑　
「
健
康
と
賑
わ
い
、
元
気
な
は
び
き

の
」
づ
く
り
の
駅
周
辺
に
つ
い
て
、
市
長
の

想
像
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

●
市
長　

古
市
駅
周
辺
は
、
駅
前
の
交
通
の

利
便
性
に
つ
い
て
、
今
現
在
そ
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
当
市
も
補

助
を
行
い
現
在
耐
震
化
の
工
事
が
施
工
中
。

東
側
の
駐
輪
場
跡
に
つ
い
て
も
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
構
想
に
基
づ
き
重
点
整
備
地
区
と
し

て
今
年
度
中
に
構
想
を
ま
と
め
、
実
施
を
し

て
い
く
。
古
市
駅
東
地
区
に
お
け
る
公
共
施

設
の
統
廃
合
な
ど
、
効
果
的
に
効
率
的
な
施

設
整
備
や
駐
輪
場
跡
の
整
備
な
ど
当
市
に
と

っ
て
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
と
し
て
形
成

す
る
。

●
要
望　

古
市
駅
周
辺
に
は
市
民
会
館
、
古

市
図
書
館
な
ど
今
後
統
廃
合
施
設
の
効
果

的
、
効
率
的
な
運
営
を
期
待
す
る
。
駅
東
地

区
は
、
駅
前
広
場
と
し
て
利
便
性
を
高
め
、

市
民
の
憩
い
の
場
、
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ

う
要
望
す
る
。

●
市
長　

駒
ケ
谷
地
区
は
、
本
年
夏
グ
レ
ー

プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
野
外
活
動
施
設

が
開
設
予
定
。
駅
周
辺
の
市
所
有
地
（
駅
西

側
広
場
）
の
有
効
活
用
を
構
想
中
。
今
後
、

駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
緑

豊
か
な
自
然
や
歴
史
資
源
な
ど
を
活
用
し
た

交
流
の
活
動
を
促
進
す
る
。

●
要
望　

踏
切
の
拡
幅
を
含
ん
だ
駅
前
開
発

に
努
力
し
、
自
然
と
共
有
し
た
生
ま
れ
変
わ

る
駒
ケ
谷
駅
前
と
な
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●
市
長　

恵
我
ノ
荘
駅
周
辺
は
、
府
道
郡
戸

大
堀
線
の
整
備
促
進
を
さ
ら
に
大
阪
府
に
働

き
か
け
、
21
年
度
は
市
場
跡
地
を
有
効
活
用

し
バ
ス
停
か
ら
駅
ま
で
の
歩
行
空
間
を
創
造

し
、
交
通
安
全
や
駅
前
整
備
に
取
り
組
み
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
や
住
環
境
の
向
上
、
地

域
の
商
業
の
振
興
に
努
め
る
。

●
要
望　

都
市
計
画
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
44

年
た
っ
た
今
、
や
っ
と
少
し
だ
け
光
が
差
し

て
き
た
よ
う
に
思
う
。
恵
我
之
荘
は
商
業
拠

点
と
し
て
、
今
後
地
域
の
方
に
喜
び
、
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
商
業
の
町
・
恵
我
ノ
荘
駅

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

暫
定
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様
の
意

見
を
尊
重
し
た
整
備
計
画
を
願
う
。

●
質
疑　
「
教
育
と
安
ら
ぎ
、
笑
顔
の
は
び

き
の
」
づ
く
り
の
市
長
自
身
が
、
羽
曳
野
市

の
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
成
長
を
望
ん

で
い
る
の
か
。

●
市
長　

基
礎
や
基
本
を
確
実
に
身
に
つ

け
、
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
判
断
し
行
動
、
問
題
を
解
決
す
る

資
質
、
能
力
、
そ
し
て
、
他
人
を
思
う
心
や

感
動
す
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
、
ま
た
、

生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
を
養
っ
て
い
く

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
の
環

境
や
施
設
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
特

に
耐
震
化
に
よ
る
教
育
施
設
の
充
実
を
行

う
。
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
教
育
長
や
教
育
委
員
会
の
責

務
と
し
て
行
な
い
、
私
は
そ
れ
ら
の
環
境
整

備
の
仕
事
を
す
る
。

●
要
望　
「
生
き
る
力
」
は
、
人
に
よ
り
考

え
方
が
異
な
る
が
、
今
、
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
考
え
る
う
え
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
携
帯

依
存
症
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
羽
曳
野
市
と
し
て
、
複
雑
な
環
境
の

も
と
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
達
が
社
会
に
出

て
、
自
ら
存
在
感
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
と
心
の
教
育
に
努
め
て
欲
し
い
。

●
質
疑　

ご
み
の
減
量
化
に
伴
い
、
将
来
の

ご
み
処
理
と
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
。

●
市
長　

環
境
に
つ
い
て
は
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ
り
、
市
民
か
ら

の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な
拠
点
が
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
だ
と
考
え
て
い
る
。
ご
み
の
有
料

化
は
、
今
現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

●
要
望　

地
方
行
政
で
は
財
政
危
機
か
ら
、

ご
み
有
料
化
と
い
う
施
策
が
進
ん
で
い
る

が
、
ご
み
有
料
化
は
す
べ
て
の
市
民
に
直
結

す
る
も
の
で
あ
る
。
当
面
無
料
は
と
て
も
喜

ば
し
い
。
今
後
財
政
健
全
化
の
中
で
ご
み
の

無
料
化
の
推
進
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

5
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小
田
敏
朗
（
公
明
党
）

公
明
党
を
代

表
し
代
表
質

疑
。

●
質
疑　

財

政
に
つ
い
て

経
常
収
支
比

率
１
０
０
％

を
突
破
す
る
事
態
に
つ
い
て
。

●
市
長　

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
む

施
策
を
収
支
均
衡
し
、
黒
字
が
持
続
で
き

る
よ
う
に
選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら

実
施
す
る
。

●
質
疑　

提
案
制
度
を
実
施
し
意
識
改

革
し
、
閉
塞
感
を
打
ち
破
れ
、
市
の
考
え

は
。

●
市
長　

職
員
や
市
民
の
知
恵
を
い
た

だ
き
、
安
定
し
た
歳
入
の
確
保
な
ど
工
夫

し
効
果
的
な
事
業
の
実
施
を
図
り
た
い
。

●
要
望　

財
政
の
安
定
化
を
図
り
、
国
・

府
の
各
種
事
業
に
も
積
極
参
加
に
取
り

組
め
。

「
安
全
・
安
心
、
快
適
で
住
み
や
す
い
ま

ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　
「
古
市
駅
周
辺
の
公
共
施
設
の

統
廃
合
」、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
」、

「
本
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
安
全
で
賑
わ

い
の
あ
る
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
の
形

成
」
と
あ
る
が
考
え
は
。

●
市
長　

本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
と
し
て
の
形

成
を
図
っ
て
ま
い
る
。
古
市
駅
の
改
名
に

つ
い
て
は
今
後
慎
重
に
研
究
す
る
。

●
要
望　
「
古
市
駅
を
本
市
の
顔
に
ふ
さ

わ
し
い
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
」
と
あ
る

が
羽
曳
野
市
と
し
て
認
識
で
き
る
駅
名

に
せ
よ
。

●
質
疑　

峰
塚
公
園
に
つ
い
て
、「
管
理

棟
の
整
備
に
取
り
組
む
。」
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
計
画
は
。

●
市
長　

広
く
親
し
め
、
出
土
品
な
ど
を

あ
る
一
定
期
間
展
示
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
考
え
る
。

●
要
望　

管
理
棟
は
規
模
を
拡
大
し
資

料
調
査
室
ま
た
は
資
料
保
管
室
な
ど
を

併
設
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

「
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
ま

ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　
「
総
合
相
談
体
制
の
整
備
を
検

討
」、「
地
域
に
密
着
し
た
介
護
保
険
事
業

を
計
画
的
に
進
め
る
」
と
あ
る
が
、
計
画

と
方
向
性
は
。

●
市
長　

必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
機
能
強
化
と
体
制
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
計
画
に
基
づ
き
着
実
に
事
業
を
進

め
る
。

●
要
望　

総
合
相
談
体
制
、
介
護
保
険
事

業
は
大
変
重
要
な
事
業
。
着
実
な
推
進
を

要
望
す
る
。

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
」
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　
「
計
画
的
な
学
校
教
育
施
設
の

耐
震
化
」、「
小
学
校
の
安
全
管
理
員
配

置
」
の
今
後
の
計
画
と
考
え
は
。

●
市
長　

耐
震
化
対
策
は
全
力
で
取
り

組
む
。
安
全
管
理
員
の
件
に
つ
い
て
は
施

策
が
今
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
精
い
っ

ぱ
い
の
努
力
を
す
る
。

●
要
望　

学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
に
つ

い
て
積
極
推
進
を
願
う
。
小
学
校
安
全
管

理
員
の
配
置
は
、
憂
い
の
な
い
よ
う
良
い

方
向
を
示
せ
。

「
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
拓
く
活
力
あ
る

ま
ち
」
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

●
質
疑　

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
「
特

別
展
」
の
内
容
と
観
光
事
業
に
つ
い
て
。

羽
曳
野
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ガ
イ
ド
の
育
成
が
待
た
れ
る
が
現
況

と
方
向
性
は
。

●
市
長　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
取

り
組
む
。

●
質
疑　
「
定
額
給
付
金
の
円
滑
な
支
給
」

に
つ
い
て
、
本
市
に
お
い
て
も
今
議
会
で

予
算
が
即
決
さ
れ
た
が
、
市
民
の
反
応
を

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

●
市
長　

納
期
内
に
素
早
く
、
多
く
の
待

っ
て
い
る
市
民
の
手
元
に
届
け
た
い
。

●
質
疑　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
プ
レ
ミ

ア
付
き
商
品
券
の
発
行
、
緊
急
雇
用
対
策

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

●
市
長　

推
進
チ
ー
ム
で
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
持
続
可
能
な
事
業
と
位
置

付
け
た
い
。

●
要
望　

定
額
給
付
金
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
知
恵
と
工
夫
を
最
大
限
に
発
揮
し

た
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。
市
民
に
喜

ん
で
い
た
だ
く
施
策
の
取
り
組
み
を
願
い

要
望
す
る
。

6

編
集
委
員
会
よ
り

　

今
月
号
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
、

３
月
定
例
会
の
北
川
市
長
の
施
政
方

針
に
対
す
る
代
表
質
疑
の
報
告
で
す
。

議
案
審
議
の
詳
細
と
一
般
質
問
お
よ

び
常
任
委
員
会
報
告
は
、
次
回
６
月

号
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
市
民
の
方
か
ら
表
紙
の

古
墳
の
写
真
の
名
称
表
記
に
つ
い
て
、

○
○
天
皇
陵
と
の
記
述
で
は
な
く
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
資
料
と

同
じ
く
○
○
陵
古
墳
と
の
表
記
に
統

一
す
べ
き
で
は
と
の
ご
意
見
を
頂
き
、

今
後
の
陵
墓
の
表
記
は
、
ご
指
摘
ど
お

り
に
改
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご

提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

  

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

岩
田
賢
二
郎　
　

井
上　

裕
美

　
　

小
田　

敏
朗　
　

笹
井
喜
世
子

　
　

笠
原
由
美
子   

　

松
村　

尚
子　

　

   

花
川　

雅
昭

お
詫
び
と
訂
正

　

3
月
号
の
特
別
号
「
羽
曳
野
市
議
会

50
年
の
あ
ゆ
み
」
の
中
で
一
部
記
述
が

間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

4
頁
下
段
の
市
議
会
議
員
20
名
当
選

（
平
成
17
年
9
月
11
日
開
票
）
は
、
正

し
く
は
（
平
成
13
年
9
月
９
日
開
票
）

で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。






